
毎月１日発行

●平成１４年度当初予算決まる（特集）
●ひまわりの丘公園オープン
●児童館の名称を募集
●隣保館を名称変更
●ふれあいひろば
●まちのわだい
●くらしの相談箱・農業
●暮らしの情報
●ハートフルウォーキング

………２～５
………………６～７

………………………８～９
………………………１０～１１

…………………………１２～１３
……………………………１４～１５

…………………１６～１７
……………………………１８～２７

………………………２８

　市では、市民が集い、憩い、ふれあい、文化とスポーツを通じて健康づくり・仲間づくり・コミュニティ

づくりができる場を創造するシビックゾーン整備事業として「（仮称）うるおい交流館」の整備を進めます。

　同整備場所は、小野市総合体育館と市立図書館の間で、完成は市制５０周年となる平成１６年度の予定です。

－主な内容－

ハートフルシティおのハートフルシティおの

広 報

【（仮称）うるおい交流館　整備イメージ図】【（仮称）うるおい交流館　整備イメージ図】



　
歳
出
を
見
ま
す
と
、
全
体
の
　
・

７
％
を
占
め
る
民
生
費
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
高
齢

者
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
子
ど
も
育
成
事
業
、

乳
幼
児
福
祉
医
療
助
成
経
費
な
ど

少
子
高
齢
化
対
策
事
業
の
充
実
や

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
、

障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

事
業
の
新
設
な
ど
約
三
十
八
億
円

を
計
上
し
、
前
年
度
に
比
べ
４
・

０
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　
土
木
費
は
、「（
仮
称
）
う
る
お

い
交
流
館
」
を
建
設
す
る
シ
ビ
ッ

ク
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
、「（
仮
称
）

小
野
白
雲
谷
温
泉
」
の
温
泉
活
用

施
設
整
備
事
業
、
今
春
オ
ー
プ
ン

す
る
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、
北
播

磨
　
世
紀
記
念
事
業
「
ハ
ー
ト
ラ

ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２（
仮
称
）」

の
開
催
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
古
川
河
川
堤
防
に
桜
を

植
樹
す
る
桜
づ
つ
み
回
廊
事
業
や

万
勝
寺
福
住
線
道
路
整
備
を
は
じ

め
生
活
関
連
道
路
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
都
市
基
盤
整
備
な
ど
約

三
十
六
億
円
を
計
上
し
、
前
年
度

に
比
べ
　
・
８
％
の
増
と
な
り
ま

す
。

　
教
育
費
は
、
開
か
れ
た
地
域
の

学
校
を
め
ざ
し
た
下
東
条
小
学
校

の
校
舎
増
築
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
設

備
を
導
入
し
た
来
住
小
学
校
の
校

舎
改
築
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
休
日
開
館
の
開
始
、
エ
イ

ジ
ル
ネ
サ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

な
ど
約
二
十
三
億
円
を
計
上
し
、

前
年
度
に
比
べ
、　
・
９
％
の
増

と
な
り
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
粗
大
ご
み
や
障
害

者
等
の
一
般
ご
み
の
戸
別
収
集
開

始
や
ご
み
・
し
尿
収
集
車
の
購
入

な
ど
約
二
十
二
億
円
を
計
上
し
、

前
年
度
に
比
べ
４
・
２
％
の
増
と

な
り
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
防
犯
対
策
と
し
て

電
鉄
小
野
駅
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
や
市
民
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｔ
技

能
講
習
会
の
継
続
開
催
な
ど
約
二

十
億
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
比

べ
、
２
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
農
林
費
で
は
、
森
林

浴
や
自
然
散
策
が
楽
し
め
る
里
山

林
整
備
や
た
め
池
改
修
事
業
な
ど

で
約
七
億
円
を
計
上
し
、
商
工
費

は
、
雇
用
・
就
業
機
会
を
創
出
す

る
た
め
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業
、

商
工
業
活
性
化
に
向
け
た
新
規
事

業
な
ど
約
五
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
歳
入
を
見
ま
す
と
、
市
税
は
約

六
十
六
億
円
で
、
個
人
所
得
割
の

減
な
ど
に
よ
り
０
・
５
％
の
減
と

な
り
ま
す
。

　
市
債
は
、「（
仮
称
）
う
る
お
い

交
流
館
」
の
建
設
、
道
路
の
整
備
、

来
住
小
学
校
校
舎
改
築
、
下
東
条

小
学
校
校
舎
増
築
な
ど
に
充
て
る

た
め
約
十
七
億
円
計
上
し
、
前
年

度
に
比
べ
　
・
８
％
の
増
と
な
り

ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
児
童
手
当
等

支
給
経
費
や
下
東
条
小
学
校
、
来

住
小
学
校
の
増
・
改
築
事
業
に
対

す
る
国
庫
負
担
金
な
ど
約
十
二
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
の
大
規
模
改
修

事
業
や
里
山
林
整
備
事
業
に
対
す

る
県
補
助
金
な
ど
約
十
三
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
地
方
交
付
税
は
、
約

三
十
三
億
円
、
諸
収
入
は
約
十
八

億
円
、
市
営
住
宅
な
ど
の
使
用
料

及
び
手
数
料
は
約
三
億
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
当
初
予
算
が
、
３

月
市
議
会
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し

た
。

　
昨
今
の
市
税
収
入
の
減
な
ど
厳

し
い
財
政
環
境
の
中
、
経
費
削
減

や
公
債
費
の
抑
制
に
努
め
る
と
と

も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
福
祉
・
教
育
分
野
を
は

じ
め
ソ
フ
ト
事
業
に
重
点
を
置
き
、

市
民
参
画
の
場
づ
く
り
を
め
ざ
し

た
ハ
ー
ド
整
備
を
盛
り
込
み
、
過

去
最
高
の
積
極
的
な
予
算
と
し
ま

し
た
。

　
予
算
総
額
は
、
四
百
四
億
九
千

五
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
５
・

０
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、
百
九
十
二
億
六

千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
６
・

３
％
の
増
と
な
り
、
特
別
会
計
は
、

百
四
十
一
億
二
千
八
百
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
４
・
７
％
の
増
、

企
業
会
計
は
七
十
一
億
七
百
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
２
％
の

増
と
な
り
ま
す
。

２平成１４年　広報「おの」４月号

～キラリと輝く　都市をめざして
ソフト重視のハード整備と市民参画のさらなる推進～

～市債残高を増やさない方針のもと、健全財政維持～

４０５億過去最高の積極予算４０５億過去最高の積極予算４０５億過去最高の積極予算

ま ち

平成１４年度　当初予算決まる！

一

般

会

計

歳

出

市
民
要
望
な
ど
新
規
事
業
　
件
５０

歳

入

市
税
は
０
・
５
％
の
減

　市民の皆さんに納めていただいた

税金などを、どのように使うかを決

めたものが市の予算です。その皆さ

んの税金をどのように使っていくか

を知っていただくために、今年度の

予算について説明します。

　また、３月市議会定例会で、　　市

長から説明のありました市長提案説

明（要旨）をあわせて掲載しています。

１４

１９

２１

１５

１７

２４



３ 平成１４年　広報「おの」４月号

　
平
成
　
年
度
の
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
い
ま
だ
不
透
明
感
を

払
拭
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

経
済
は
混
沌
と
し
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
が
続
き
市
税
収
入
は
平
成

　
年
度
以
降
減
収
に
転
じ
、
そ
の

他
の
収
入
も
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
財

政
的
に
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
原
則
と
し
て
市
債
残
高
を

増
や
さ
な
い
方
針
の
も
と
、
財
政

の
健
全
性
を
保
ち
な
が
ら
、
積
極

的
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
方
針
を

堅
持
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
市
長
就
任
以
来
、「
変
え
よ
う

小
野
、
変
わ
ろ
う
小
野
市
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
市
民
の
皆
様
方

の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
全
力
で
行
政
運
営
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　「
い
ま
ま
で
は
こ
う
で
あ
っ
た
」

と
い
う
前
例
踏
襲
型
か
ら
脱
却
し
、

「
今
、
小
野
市
に
と
っ
て
何
が
必

要
か
」、「
顧
客
＝
市
民
ニ
ー
ズ
を

い
か
に
実
現
す
る
の
か
」
と
い
う

こ
と
を
、
常
に
念
頭
に
お
い
て
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
行
政

に
問
わ
れ
る
の
は
、「
何
を
し
て

い
る
か
」
で
は
な
く
「
何
を
も
た

ら
し
た
か
」
と
い
う
行
政
の
成
果

を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
小
野
市
は

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
の
認
識
を
し

て
お
り
ま
す
。
私
も
含
め
”
目
覚

め
よ
公
務
員
！
“
と
い
う
意
識
の

も
と
公
務
員
と
し
て
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て

業
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
引
き
続
き
予
想
さ
れ
る

厳
し
い
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
歴

史
や
伝
統
文
化
な
ど
貴
重
な
財
産

を
継
承
し
、
小
野
市
の
持
っ
て
い

る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
最
大
限
に

開
花
さ
せ
、
”
市
民
が
誇
り
に
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
“
に
向
か
っ
て

施
策
を
展
開
し
、
魅
力
・
活
力
・

個
性
に
富
ん
だ
「
　
世
紀
に
雄
飛

す
る
エ
ク
セ
レ
ン
ト
シ
テ
ィ
お
の
」

を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で
邁
進

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○一般会計１９２億６，０００万円（対前年度比６．３％増）

○特別会計１４１億２，８００万円（　　〃　　４．７％増）

○企業会計　７１億　　７００万円（　　〃　　２．２％増）

　
特
別
会
計
は
、
百
四
十
一
億
二

千
八
百
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度

に
比
べ
４
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　
会
計
別
に
見
ま
す
と
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
三
十
四
億
八

千
百
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に

比
べ
１
・
６
％
の
増
。
老
人
保
健

特
別
会
計
は
四
十
三
億
四
千
六
百

万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
比
べ

５
・
４
％
の
増
。
介
護
保
険
特
別

会
計
は
二
十
一
億
八
千
万
円
を
計

上
し
、
前
年
度
に
比
べ
　
・
３
％

の
増
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

三
十
三
億
四
千
五
百
万
円
を
計
上

し
、
前
年
度
に
比
べ
６
・
３
％
の

増
。
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
は
七
億
七
千
六
百
万
円
を
計
上

し
、
前
年
度
に
比
べ
　
・
４
％
の
減
。

　
企
業
会
計
は
、
七
十
一
億
七
百

万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
比
べ

２
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
す
。
会

計
別
に
見
ま
す
と
、
都
市
開
発
事

業
会
計
は
八
百
万
円
を
計
上
し
、

前
年
度
に
比
べ
　
・
５
％
の
減
。

病
院
事
業
会
計
は
四
十
五
億
三
千

三
百
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に

比
べ
２
・
７
％
の
減
。
水
道
事
業

会
計
は
二
十
五
億
六
千
六
百
万
円

を
計
上
し
、
前
年
度
に
比
べ
　
・

４
％
の
増
。

特

別

会

計

企

業

会

計

市
長
提
案
説
明
（
要
旨
）

総額４０４億９，５００万円（対前年度比５．０％増）

民生費

土木費

教育費

衛生費

公債費

総務費

諸支出金

３　８０１　２２３�

３　５８９　８８１�

２　２６２　１０８�

２　２３７　１９３�

２　２０９　２９７�

２　０４４　３０４�

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

（１９　７）

（１８　６）

（１１　７）

（１１　６）

（１１　５）

（１０　６）

９７８　２００（５　１）

．

．

．

．

．

．

繰　入　金

分担金及び負担金

地方消費税交付金

使用料及び手数料

９１４　９９８

８５４　０９８

４００　０００

３１７　９５４�

，

，

，

，

（４　７）

（４　４）

（２　１）

（１　６）

．

．

．

．

市　　　税

地方交付税

諸　収　入

市　　　債

県 支 出 金

国庫支出金

その他

６　５８８　８１５�

３　３２０　０００�

１　７５９　５５１�

１　６６６　８００�

１　２６２　２３７

１　１７３　３４８

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

（３４　２）

（１７　２）

（９　１）

（８　７）

（６　５）

．

．

．

．

．

１　００２　１９９，，
（５　４）．

（６　１）．

農 林 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

そ の 他

７３１　１１６�

６３６　０７７

５１６　０８７�

２０４　５０８�

５０　００６

，

，

，

，

，

（３　８）

（３　３）

（２　７）

（１　１）

（０　３）

．

．

．

．

．

， ．

歳 出

歳 入

一 般 会 計（単位：千円　構成比：％）

１９

１７
１７

９４

１４

１０

２１



市 民

地 域行 政

４平成１４年　広報「おの」４月号

　開かれた地域の学校をめざし、普通教室２室、
地域開放室２室を備えた鉄筋コンクリート２
階建の校舎を増築します。

下東条小学校の校舎を増築
～地域開放室を２室設置～

（平成１３年度前倒しで実施する事業）

　防犯対策として、電鉄小野駅に防犯カメラ
を３台設置します。

電鉄小野駅に
防犯カメラを設置

　子育て支援の中核施設として、遊戯室や幼
児室を備えた鉄骨平屋建の児童館を建設します。
完成は平成１４年夏ごろの予定です。
（写真は完成予想図）

　「２１世紀への“ハートフルシテイおの”の創造」をめざして、ひとづくり・まちづくり・

わづくり・りそうの都市づくりの「ひ・ま・わ・り」の４本柱で、市民の皆さんの意見・要望

を反映させた事業を進めます。

　このページでは、「ひ・ま・わ・り」の４本柱に振り分け、主な事業を紹介します。

・市政懇話会、市長への手紙による広聴の充実　
・行政サービス研究グループ、まちづくりモニター、まち
　の特派員、まちづくり女性リポーターによる広報広聴
　の拡充
・男女共同参画社会の推進（フォーラム開催等）
・市民を対象としたＩＴ講習会の継続（３０講座）
・スポーツ、文化活動等を通じて外国人とのふれあい会
　の実施
・第６１回国民体育大会に向けた啓発イベントの開催等

ひまわりの丘公園に
「児童館」を建設！

３４０�
１　４５０

１　３００
５　１００�
１　３００�

５　０３６

，

，
，
，

，

６１５　５００�
３５　７００�
１　０１６�

�
１２　０００�
８２３�
４００�

３　９５０�
６　０００�

５　０００�
１９　４００

，
，
，

，

，
，

，
，

りそう（理想）都市づくり

わ（和、輪）づくり

りそう（理想）都市づくり
未来へ飛躍する市民のまちをめざして・・・

・「うるおい空間」シビックゾーンの整備
・老朽化したコミュニティセンターいちばのリニューアル
・コミュニティセンターの休日開館（かわい・きすみの・
　いちば・おおべ）
・防犯対策として電鉄小野駅に防犯カメラを設置
・手話ボランティアの養成
・知的・精神障害者ボランティア活動の支援
・第２の成人式「エイジ・ルネサンス」の開催
・地域のふれあいの場の創出をめざしたひまわりふれあ
　いスポット整備事業�
・出生祝としてチャイルドシート購入助成
・アフタースクール事業の拡大（４校→５校）

わ（和、輪）づくり
すこやかで安心できるまちをめざして・・・

（千円）

（千円）

平成１４年度当初予算

～市民要望による事業を取り入れて～

今年はこのような事業を進めます！今年はこのような事業を進めます！今年はこのような事業を進めます！



市 民

地 域行 政

５ 平成１４年　広報「おの」４月号

（平成１３年度前倒しで実施する事業）
　図書館北側の「きらら通り」（県道三木山崎
線）に照明灯１９５基を設置し、街路樹をライト
アップします。

・市民会館ロビーのバリアフ
　リーと市民ギャラリー化�
・子育て支援の中核施設とし
　て「（仮称）ひまわりの丘児
　童館」の建設
・道路新設改良事業（万勝寺
　福住線）
・「きらら通り（県道三木山
　崎線）」に光のプロムナー
　ドを演出�
・大島川に親水公園を整備
・「うるおい空間」シビック
　ゾーンの整備
・来住小学校の運動場整備と
　体育倉庫等の建設�
・河合運動広場の進入路を新
　設

「きらら通り」に
光のプロムナードを演出！

　昨年末に、温泉活用
施設建築基本原案がま
とまり、今年度から本
格的に温泉施設の造成
工事、建築工事を進め
ます。
（写真は完成予想図）

平成１６年春オープン（予定）をめざして
「（仮称）小野白雲谷温泉」温泉活用施設の整備

・ひまわりの丘公園オープニングセレモニーや北播磨２１世
　紀記念事業「ハートランドフェスタ２００２（仮称）」等開催
・ＪＲ加古川線の電化促進
・「（仮称）小野白雲谷温泉」温泉活用施設等の整備
・アグリプラン作成補助による集落営農の推進
・森林浴や自然散策が楽しめる里山林整備
・道路新設改良事業（万勝寺福住線等）�
・桜づつみ回廊事業として、加古川河川堤防に桜並木整備
・粗大ごみの随時戸別収集と障害者等の一般ごみの戸別収集を開始
・商工業の活性化に向け各種事業展開（チャレンジオンリーワンショッ
　プ、小野市便利屋グループ、ｗｅｂ　ｓｈｏｐ　ｏｎｏ、商い空間ルネサンス）
・雇用・就業機会の創出（広渡廃寺跡歴史公園美化事業、花いっ
　ぱい運動事業、林相整備事業、景観作物栽培事業、ひまわりの
　丘公園周辺環境整備事業、ＩＴ技能講習会開催事業、社会人活
　用ＩＴ教育指導補助員推進事業、消防防災システム電子化事業）

２２　０００�

１０８　４５８
７６５　０００
１　０５０�
５０　０００�
５１９　６００�
１００　０００�
９　６００�
２　４００�

１９　０００

，

，
，
，
，
，
，
，
，

，

８　８００�

２２７　０００�

１３　５００�

３５　０００�

８　０００�

１１４　０００�

６１　０００�

９　４００

，

，

，

，

，
，

，

，

まち（街）づくりまち（街）づくり
活力に満ちた快適なまちをめざして・・・

（千円）

（千円）

・開かれた地域の学校をめざし下東条小学校の校舎増築事業
・ソーラー発電設備を導入した来住小学校の校舎改築事業
・「市民がつくるホール自主事業」、「おの映画祭開催事業」
　など市民会館自主事業の充実
・特色ある教育、学校づくりをめざしオンリーワン教育
　支援事業の充実
・上田三四二賞全国短歌発表会の開催�
・文化財イベント「古箏の演奏会」の開催（史跡広渡廃
　寺跡歴史公園に於いて）

１０７　８００�
５２４　２００�
２７　８００�

３　２５０�

１２　０５０�
１　３１０

，
，
，

，

，
，

豊かなこころと文化を育むまちをめざして・・・
（千円）

ひと（人）づくりひと（人）づくり

平成１３年度前倒事業



○
餅
つ
き
大
会
・
試
食
会

　
生
産
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
餅
つ

き
大
会
お
よ
び
試
食
会
を
行
い
ま

す
。

　
先
着
５
０
０
名
ま
で
ぜ
ん
ざ
い

な
ど
を
無
料
で
召
し
上
が
れ
ま
す
。

○
有
馬
わ
ん
だ
ガ
ー
デ
ン

　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
大
集
合
！
　
ワ
ン

ち
ゃ
ん
た
ち
と
触
れ
あ
っ
て
、
遊

ん
で
、
楽
し
め
ま
す
。

○
播
州
小
野
太
鼓

　
体
の
奥
ま
で
響
き
わ
た
る
太
鼓

の
リ
ズ
ム
と
、
昨
年
の
お
の
恋
お

ど
り
で
お
の
恋
大
賞
受
賞
の
「
裏

播
州
鬼
ほ
お
ず
き
灯
」
の
お
ど
り

を
お
届
け
し
ま
す
。

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
掘
り
出
し
物
や
古
着
な
ど
そ
の

他
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

○
便
利
屋
お
の
木
工
房

　
小
野
の
伝
統
で
あ
る
そ
ろ
ば
ん

工
作
が
体
験
で
き
ま
す
。
ま
た
、

お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
木
工
品
の

紹
介
も
し
ま
す
。

○
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　
来
場
者
１，
０
０
０
名
ま
で
の
方

に
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。

　
豪
華
商
品
を
ビ
ン
ゴ
で
当
て
よ

う
。

○
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー

　
テ
レ
ビ
番
組
「
こ
ち
ら
葛
飾
区

亀
有
公
園
派
出
所
」
で
お
な
じ
み

の
両
さ
ん
が
交
通
安
全
を
テ
ー
マ

に
楽
し
い
着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
を
く

り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

６平成１４年　広報「おの」４月号

ひまわりの丘公園ひまわりの丘公園ひまわりの丘公園ひまわりの丘公園

４月２１日（日）１２時開園

快
適
な
自
然
環
境
の
中
で
、
一
日
の
ん
び
り
と

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
憩
え
る
公
園
が
完
成

快
適
な
自
然
環
境
の
中
で
、
一
日
の
ん
び
り
と

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
憩
え
る
公
園
が
完
成
！！！！

イ
ベ
ン
ト
内
容

当
日
先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
当
日
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
、

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
、　
時
か

ら
試
食
会
お
よ
び
多
数
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
幸
せ
の
ぜ
ん
ざ
い

　
　
　
　
　
　
　
先
着
５
０
０
名

○
神
戸
ラ
ベ
ン
ダ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
先
着
５
０
０
名

○
風
船
　

　
　
　
　
　
先
着
１，

０
０
０
名

○
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
　

　
　
　
　
　
先
着
１，

０
０
０
名

○
ひ
ま
わ
り
の
種

　
　
　
　
　
先
着
１，

０
０
０
名 大型複合遊具「海賊船パニックワールド」

　
ひ
ま
わ
り
の
塔
を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
い
た
「
ひ
ま
わ

り
の
丘
公
園
」
が
完
成
し
、
４
月
　
日
　
に
開
園
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
開
園
を
記
念
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
揃
い
で
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

２１

（日）

　
ひ
ま
わ
り
の
塔
を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
い
た
「
ひ
ま
わ

り
の
丘
公
園
」
が
完
成
し
、
４
月
　
日
　
に
開
園
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
開
園
を
記
念
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
揃
い
で
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

２１

（日）

１２



会場案内および開園当日の送迎バス運行のご案内

７ 平成１４年　広報「おの」４月号

　
こ
れ
ら
の
祭
典
は
、
兵
庫
県
お

よ
び
北
播
磨
４
市
８
町
が
、
北
播

磨
地
域
の
　
世
紀
に
か
け
る
夢
を

描
く
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
小
野
市

始
ま
っ
て
以
来
の
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　
初
秋
の
ひ
と
時
を
皆
さ
ん
お
揃

い
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し

に
す
る
た
め
、
現
在
、
具
体
的
な

計
画
を
策
定
中
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　「
自
然
・
匠
・
交
流
」
を
テ
ー

マ
に
、
小
野
市
は
も
と
よ
り
北
播

磨
地
域
４
市
８
町
の
多
彩
な
魅
力

を
”体
験
で
き
る
“
地
域
交
流
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　
地
域
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発

信
す
る
と
と
も
に
、
ひ
と
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
、
そ
し
て
健
康
づ
く
り
に
参

画
し
ま
し
ょ
う
。

◎
タ
レ
ン
ト
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
歌

と
笑
い
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

◎
伝
統
芸
能
の
披
露
や
地
域
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
の
出
演
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
（
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
は
じ
め
大

人
の
部
、
子
ど
も
の
部
の
ス
テ
ー

ジ
を
多
彩
に
開
催
）

◎
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
”花
の
祭
典
“
と
し
て
開
催
す

る
も
の
で
、
約
２
　
の
壮
大
な
花

園
で
心
ゆ
く
ま
で
花
と
緑
に
親
し

み
、
お
楽
し
み
い
た
だ
く
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
特
に
、
大
花
畑（
仮
称
）は
、
３
・

４
　
の
ひ
ま
わ
り
畑
と
と
も
に
絶

景
で
す
。
花
と
の
ふ
れ
あ
い
を
、

ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
開
園
に
あ
わ
せ
て
、
同
公
園
南

側
田
ん
ぼ
に
菜
の
花
を
植
え
て
い

ま
す
。

　
菜
の
花
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
の
演
出

も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

秋
に
は
大
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

秋
に
は
大
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

「
ひ
ょ
う
ご
ど
ま
ん
中

　
　
　ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
」

「
ひ
ょ
う
ご
フ
ロ
ー
ラ
フ
ェ
ス
タ
」

同時開催

９
月
　
日
　
〜
　
日
　
の
３
日
間

１４

（土）

１６

（月）

キ
ラ
リ
と
輝
く

全
国
区
の
地
域
を
め
ざ
し
た

「
ま
ち
の
魅
力
発
信
と

　
　
　
　
　　
交
流
の
祭
典
」

イ
ベ
ン
ト
内
容
（
案
）

「
ひ
ょ
う
ご
ど
ま
ん
中
　
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２
」
の
魅
力
は
？

「
ひ
ょ
う
ご
フ
ロ
ー
ラ
フ
ェ
ス
タ
」

の
魅
力
は
？

大花畑のイメージ図

菜の花

春
の
菜
の
花
畑
も

　
　
　
お
楽
し
み
に
！

春
の
菜
の
花
畑
も

　
　
　
お
楽
し
み
に
！

送 迎 バ ス：１１時３０分から１６時３０分まで（バス２台で送迎）

　　　　　　※小野市役所東駐車場よりひまわりの丘公園まで運行

臨時駐車場：旭丘中学校運動場（徒歩約１０分）

　　　　　　小野市役所東駐車場（バス約１０分）

●当日は、交通委員の指示に従ってください。

●駐車場が限られておりますので、ご協力を

　お願いします。

●駐車場での事故、盗難等のトラブルには、

　いっさい責任を負いませんのでご注意くだ

　さい。

●路上駐車は、絶対にしないでください。

※都合により開催内容の変更がある場合があります。
※雨天の場合は、式典のみ行います。

お 願 い

小野工業高校小野工業高校

小野高校小野高校

おの

はた

〒
神戸電鉄

至
社

至加西

至社

至三木

天神町

本町

敷地町

市役所前

旭丘中学東

図書館図書館

サティ

小野市役所小野市役所

旧１７５号

１
７
５
号

市民病院

浄谷町東

浄谷町北

北丘町

久保木町

古川町

高田町 ひまわりの丘公園

会場までの送迎バス運行

駐車場

問い合わせ
小野市　地域振興部　まちづくり課

電話：０７９４－６３－１８８４

２１

ｈａ

ｈａ



　
平
成
　
年
・
　
年
度
に
わ
た
り

活
動
し
て
き
た
、
ま
ち
づ
く
り
女

性
リ
ポ
ー
タ
ー
（
　
人
）
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
研
究
グ
ル
ー
プ
（
　
人
）

が
２
月
　
日
、
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
で
茶
話
会
（
合
同
発
表
会
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
両
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
市
長
や
市
議
会
議
員
、
ま
ち

づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
市
民
な
ど

　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
お
互
い
に
両
グ
ル
ー

プ
間
（
７
分
科
会
）
で
ど
ん
な
成

果
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
発
表
を
通

し
て
、
意
見
交
換
し
、
グ
ル
ー
プ

間
で
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
両
グ
ル
ー
プ
と
も
発
表
に
は
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
分
か
り
や

す
く
説
明
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
提
言
内
容
は
、
小
野
市
を
楽
し

む
百
科
事
典
・
環
境
問
題
・
施
設

管
理
・
地
域
間
格
差
・
子
育
て
、

教
育
問
題
等
各
分
科
会
か
ら
数
多

く
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
提
言
は
、
市
政
に
反
映
し
、「
市

民
参
画
」
と
行
政
と
市
民
に
よ
る

「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
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行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
す
る
中

で
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ

き
姿
」
に
つ
い
て
、
市
民
と
行
政

と
が
共
に
考
え
る
２
期
目
の
「
行

政
サ
ー
ビ
ス
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
主
な
活
動
内
容

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
市
か

ら
依
頼
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
調

査
・
研
究
し
、
市
長
に
提
言
・
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
自
主
的
に
決
め
ら
れ
た
行
政
課

題
に
つ
き
、
調
査
・
研
究
し
、
市

長
に
提
言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
意
見
交
換
や
資
料
収
集
な
ど
を

行
い
、
市
政
に
対
し
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
に
育
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
と
行
政
と
が
、

共
通
の
認
識
と
し
て
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
確
立
し

ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
７
名

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
　
歳
以
上

の
方

　
女
性
の
視
点
か
ら
見
た
ま
ち
づ

く
り
や
市
民
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、
２
期
目
の
「
ま
ち
づ
く
り
女

性
リ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
主
な
活
動
内
容

・
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
や
ア
イ
デ
ア

を
市
に
対
し
て
提
案
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・
意
見
交
換
や
施
設
見
学
な
ど
を

し
て
、
市
政
に
対
し
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
に
育
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、『
花
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
づ
く
り
』『
楽
し
い
健
康
づ
く

り
』『
私
た
ち
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
』
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
　
名

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
　
歳
以
上

の
女
性

　
（
共
通
事
項
）

▼
募
集
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
同

月
　
日
ま
で

▼
活
動
予
定
　
月
１
回
程
度

▼
活
動
期
間
　
２
年
間

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
・
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▼
送
付
先
・
詳
細
　
総
務
部
市
民

サ
ー
ビ
ス
課

・
住
所
（
〒
６
７
５
―
１
３
８
０

　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―
１
）

・
電
話
（
　
　
１
０
１
３
）

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

　
　
　
（
　
１
０
４
７
）

・
メ
ー
ル

　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

▼
そ
の
他

　
応
募
者
が
多
数
の
場
合
、
地
区

別
・
年
代
別
等
で
選
考
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
年
間
の
成
果
を
発
表
す
る

『
ま
ち
づ
く
り
茶
話
会
』
を
開
く
！

『
ま
ち
づ
く
り
茶
話
会
』
を
開
く
！

『
ま
ち
づ
く
り
茶
話
会
』
を
開
く
！

あ
な
た
も
グ
ル
ー
プ
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
グ
ル
ー
プ
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
グ
ル
ー
プ
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

ｓｅｒｖｉｃｅ＠ｃｉｔｙ．ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

２
年
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た

１２

１３

１８

１５

１８

３０

２２

２３

１５

４１

ま
ち
づ
く
り
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー
・

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
研
究
グ
ル
ー
プ
が
合
同
で
成
果
発
表

１５

平
成
　
年
・
　
年
度
の
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集

１４

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
　
研
究
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

◎
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー

○６３
○６３
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小
野
ア
ル
プ
ス
縦
走
路
の
東
コ

ー
ス
の
前
山
周
辺
で
は
、
小
野
市

の
風
景
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
瀬

戸
内
海
の
穏
や
か
な
海
の
見
え
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
市
民

や
近
隣
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　「
近
年
、
低
木
が
生
い
茂
り
、

通
行
困
難
な
箇
所
が
多
く
あ
る
た

め
、
縦
走
路
の
整
備
を
図
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
愛
好
者
の
ご
要
望

を
受
け
、
地
権
者
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
、
２
月
の
初
旬
か
ら
整

備
に
着
手
し
、
こ
の
度
、
整
備
が

完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
下
来
住
町
の

前
山
（
無
線
中
継
所
）
か
ら
始
ま

り
愛
宕
山
、
安
場
山
、
柿
木
山
か

ら
ア
ザ
メ
峠
ま
で
の
約
１，
７
０

０
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
も
約
３
メ
ー

ト
ル
と
広
く
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
の
中
に
は
少
し
急
な
箇

所
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
を
乗
り

越
え
て
山
頂
に
出
た
と
き
の
気
分

は
そ
う
快
で
す
。

　
東
コ
ー
ス
か
ら
は
「
き
す
み
の

見
晴
ら
し
の
森
」
が
あ
る
中
コ
ー

ス
、
紅
山
の
あ
る
西
コ
ー
ス
へ
と

続
き
鴨
池
に
至
り
ま
す
。

　
春
の
日
ざ
し
の
中
で
自
然
と
ふ

れ
あ
う
山
歩
き
を
楽
し
ま
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
（
約
８
　
）

東
側
の
一
画
に
、
平
成
　
年
度
夏

に
市
立
児
童
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　
当
児
童
館
は
、
こ
の
広
大
な
都

市
公
園
に
隣
接
す
る
立
地
条
件
を

十
分
に
活
か
し
、
公
園
施
設
と
調

和
・
融
合
を
考
慮
し
、
遊
戯
室
・

幼
児
室
・
授
乳
室
・
図
書
室
・
集

会
室
等
を
備
え
た
平
屋
建
て
約
６

５
０
　
の
規
模
で
、
完
成
後
は
公

園
と
一
体
利
用
が
可
能
な
施
設
と

な
り
ま
す
。

　　
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
市
民
の

方
々
に
親
し
み
が
も
て
、
覚
え
や

す
い
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
、
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
名
称
と
名

称
を
つ
け
た
理
由
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
校

名
、
学
年
）
を
記
入
の
う
え
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
、
ま
た
は

市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

▼
募
集
期
限
　
４
月
　
日
　（
当

日
消
印
有
効
）

▼
発
表
　
広
報
お
の
６
月
号
で
発

表
し
ま
す
。
採
用
者
に
は
粗
品
を

進
呈
し
ま
す
。

▼
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民
福

祉
部
福
祉
課
　
児
童
館
名
称
募
集

係
（
〒
６
７
５
―
１
３
８
０
　
小

野
市
王
子
町
８
０
６
―
１
・
　
　

１
６
４
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
１
９
９
０
）

自
然
と
ふ
れ
あ
う
「
山
歩
き
」
は
い
か
が
？

自
然
と
ふ
れ
あ
う
「
山
歩
き
」
は
い
か
が
？

自
然
と
ふ
れ
あ
う
「
山
歩
き
」
は
い
か
が
？

自
然
と
ふ
れ
あ
う
「
山
歩
き
」
は
い
か
が
？

小
野
ア
ル
プ
ス
縦
走
路（
東
）コ
ー
ス
の
整
備
が
完
成

児
童
館
イ
メ
ー
ジ
図

今回の整備済みコース

中コース・西コース（既設）
Ｎ

１４

２５

ｈａ

ｍ２

（木）

○６３

○６３

愛
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
募
集
要
項

児
童
館
の

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
東
側
に
建
設

平
成
　
年
夏
オ
ー
プ
ン（
予
定
）

１４

【位置図】

加古川来住小学校

池

池

池

小野富士

紅山

柿木山 安場山
愛宕山

前山前山
愛宕山

奥山 高山

アンテナ山

おのまち

市場

おのまち

小野白雲谷温泉
（仮称）

小野白雲谷温泉
（仮称）

市場

小野
葉多

山陽自動車道

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線

神戸電鉄粟生線

男　池
（カモ池）

女池

岩倉峠

福甸峠

アザメ峠

ＮＴＴ無線中断所

標識
「来住町」

阿形町

西脇町
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
お
べ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
下
東
条

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
い
ち
ば

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
わ
い

　「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に

係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
　
年
３
月

末
で
失
効
し
、
す
べ
て
の
特
別
対

策
が
一
般
対
策
と
な
り
ま
す
。

　
隣
保
館
は
、
地
域
の
第
一
線
の

人
権
啓
発
拠
点
と
し
て
、
様
々
な

人
権
啓
発
事
業
、
地
域
交
流
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
さ
ら
に
、
自
己
実
現
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
創
出
す
る
生
涯
学

習
拠
点
、
そ
し
て
地
域
の
人
が
楽

し
く
ふ
れ
あ
い
、
心
豊
か
な
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
し
て
、

充
実
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

名
称
を
変
更
し
ま
す
。

　
名
称
変
更
に
あ
わ
せ
、
誰
も
が

い
つ
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

日
曜
、
祝
日
も
開
館
し
て
、
年
中

開
館
と
し
ま
す
。（
た
だ
し
、　
月

　
日
か
ら
１
月
３
日
は
、
休
館
）

　
ま
た
、
学
校
週
５
日
制
に
対
応

し
、
子
ど
も
た
ち
に
社
会
体
験
学

習
を
提
供
す
る
事
業
や
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
講
座
を
増
や
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
心
豊
か
な
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
、
輪
づ
く
り

の
た
め
に
、
ど
し
ど
し
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
新
し
い
名
称

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
か
わ
い
（
旧
名
称
・・
市
立
隣

　
　
保
館
　
河
合
会
館
）

　
　
　
　
２
０
３
０

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
き
す
み
の
（
旧
名
称
・・
市
立

　
　
隣
保
館
　
来
住
会
館
）

　
　
　
　
７
０
８
２

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
い
ち
ば
（
旧
名
称
・・
市
立
隣

　
　
保
館
　
市
場
会
館
）

　
　
　
　
２
４
５
４

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
お
お
べ
（
旧
名
称
・・
市
立
隣

　
　
保
館
　
広
渡
会
館
）

　
　
　
　
６
１
０
０

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
下
東
条
（
旧
名
称
・・
下
東
条

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
０
０
４
４

◎
開
館
日
　
年
中
開
館
（
た
だ
し
、

　
月
　
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

◎
開
館
時
間
　
９
時
か
ら
　
時
ま

で◎
問
い
合
わ
せ
　
施
設
利
用
の
申

し
込
み
、
講
座
や
サ
ー
ク
ル
に
関

す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
に
親
し
ま
れ
る

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
・・・

地
域
に
親
し
ま
れ
る

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
・・・

地
域
に
親
し
ま
れ
る

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
・・・

＝
隣
保
館
を
名
称
変
更

　
　
　
　
日
曜
・
祝
日
も
開
館
＝

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

１４

１４

１２

２９

○６６○６３

○６３○６７

○６２

１２

２９

２２
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【
メ
イ
ン
会
場
】

＊
さ
く
ら
ス
テ
ー
ジ

　
　
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

　
　
各
市
町
の
芸
能
発
表

　
　（
小
野
市
は
小
野
保
育
所
）

　
　
歌
謡
シ
ョ
ー
（
小
野
和
子
）

＊
各
市
町
特
産
品
の
販
売（
別
掲
）

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

＊
朝
市
・
陶
芸
市
・
模
擬
店
・
縁
日

＊
米
の
す
く
い
取
り

＊
下
水
道
展
示
コ
ー
ナ
ー

＊
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
ト
教
室

＊
絵
画
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

＊
ふ
ぁ
ふ
ぁ
パ
ン
ダ

【
や
な
せ
苑
】　

＊
観
桜
野
点
会

＊
琴
・
尺
八
演
奏

【
浄
化
セ
ン
タ
ー
各
施
設
】

＊
水
処
理
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

【
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
】

＊
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
問
い
合
わ
せ
　
や
え
ざ
く
ら
ま

つ
り
事
務
局
（
下
水
道
課
・
　
　

１
０
０
４
）

　
小
野
匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
の
改

装
工
事
が
終
わ
り
、
３
月
　
日
か

ら
営
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
と
ゆ
と
り
を
基

調
に
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

「
癒
し
」、「
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
」

と
し
て
、
一
階
に
新
し
く
オ
ー
プ

ン
す
る
南
プ
ロ
バ
ン
ス
を
テ
ー
マ

に
し
た
南
欧
風
レ
ス
ト
ラ
ン
「
エ

ト
ワ
ー
ル
」
で
は
、
四
季
折
々
の

食
材
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例
と
し
て
は
、

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
、
デ
ィ

ナ
ー
コ
ー
ス
、
オ
マ
ー
ル
海
老
の

ガ
ト
ー
仕
立
て
香
草
風
味
ソ
ー
ス
、

ミ
ッ
ク
ス
ピ
ザ
、
シ
ー
フ
ー
ド
カ

レ
ー
（
サ
ラ
ダ
・
コ
ー
ヒ
ー
付
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

各
種
表
彰
式
・
記
念
式
典
、
歓
送

迎
会
、
忘
・
新
年
会
、
企
業
間
交

流
・
ご
接
待
、
そ
の
他
誕
生
日
の

お
祝
い
、
ご
家
族
・
お
友
達
の
集

ま
り
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
小
野
工
業
団
地
等
の
利

便
施
設
と
し
て
、
３
・
４
階
に
シ

ン
グ
ル
　
室
、
ツ
イ
ン
４
室
計
　

名
収
容
の
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
小
野

オ
リ
エ
ン
タ
ル
」
が
同
時
に
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
は
、
小
野
匠
工
業
会
が
株

式
会
社
西
神
オ
リ
エ
ン
タ
ル
開
発

に
業
務
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
　
台
完
備

　
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
お
問
い
合
わ

せ
、
お
申
し
込
み
は
、　
　
８
１

８
８
ま
で
。
各
種
会
議
室
お
よ
び

和
室
の
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し

込
み
は
、
小
野
匠
工
業
会
事
務
局

（
　
　
８
０
０
０
）
ま
で
。

市町名

神戸市

西脇市

三木市

小野市

加西市

社　町

滝野町

出　店　内　容

神戸ワインの試飲と販売　　

播州織製品展示販売　　　　

パン・ケーキ・クッキーの販売

金物・インテリア・小物家具の販売

花・野菜苗の販売（播磨農高）

ライスワインの試飲　　　　

バッグ・袋物の販売　　　　

◎各市町特産品の販売

○
日
時
　
４
月
　
日
　
（
小
雨
決
行
）

　
　
　
　
　
時
〜
　
時
（
雨
天
の
時
は
、
　
日
　
）
　

○
場
所
　
加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
黍
田
町
）

２８

１０

１５
（日）

２９

（祝）

先
着
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

先
着
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

風
船
　
２，

０
０
０
名

　
花
の
種
　
２，

０
０
０
名

会場案内図

至
加
古
川

至
社

至
粟
生

至
西
脇

至
三
木

桜
づ
つ
み

会
　
場

至
新
開
地

神
鉄
粟
生
線

至
三
木

至西
脇

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線

加

古

川

市

場

万歳橋

県
道
加
古
川
・
小
野
線

旧
国
道

国
道
１
７
５
号

市

場

イ
ベ
ン
ト
内
容

小
野
匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

レ
ス
ト
ラ
ン
が

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
が

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リニューアルされたレストラン店内

○６３

　
春
の
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
や
え
ざ
く
ら
の
開
花
に
あ
わ
せ
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
周
辺
施
設
を
利
用
し
て
「
や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
下
水
道
の
普
及
促
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り
で

は
、
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

水
処
理
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

○６３

○６３

７０

２２

１４

２３



　
平
成
９
年
５
月
、
自
分
の
健
康
、

家
族
の
健
康
を
守
っ
て
い
こ
う
。

ま
た
、
来
住
地
区
の
健
康
づ
く
り

を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
声
が
あ

が
り
、
愛
育
班
”ひ
よ
こ
会
“
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
　
名
で
毎
月
１
回
、

　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
社

健
康
福
祉
事
務
所
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
保
健
婦
の
指
導
で
昼
間
の
疲

れ
も
忘
れ
、
熱
心
に
勉
強
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
　
年
３
月
よ
り
、
２
ヶ
月

に
１
回
”ひ
よ
こ
会
だ
よ
り
“
を

発
行
し
、
来
住
地
区
の
全
世
帯
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
「
お
元
気
で
す
か
？
」
と
や
さ

し
い
「
声
か
け
」
と
「
話
し
合
い
」

の
活
動
と
生
活
に
根
ざ
し
た
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
活
動
の
輪
に
一
人
で
も

多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
小
野
市
愛
育

ひ
よ
こ
会
事
務
局
（
保
健
セ
ン
タ

ー
内
・
　
　
３
９
７
７
）
ま
で
。

　「
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）」
の
事
業
と
し
て
、
育
ヶ
丘

町
の
石
原
武
司
（
　
）
さ
ん
が
ザ

ン
ビ
ア
へ
２
年
間
赴
任
さ
れ
ま
す
。

　
小
野
市
か
ら
こ
の
事
業
に
参
加

さ
れ
る
の
は
、
６
人
目
と
な
り
ま

す
が
、
石
原
さ
ん
の
業
務
は
理
数

科
教
材
の
「
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
現
地
で
は
、
風
土
病
や
治
安
な

ど
不
安
点
も
あ
り
ま
す
が
、
発
展

途
上
国
へ
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
熱
い
思
い
で
貢
献
さ
れ

ま
す
。

１２平成１４年　広報「おの」４月号

市長を表敬訪問された石原さん
　　　　　　　　　（３月１４日・市長応接室）

ひとひと

グループ
グループ

健
康
の
輪
を

　
　
広
げ
よ
う

健
康
の
輪
を

　
　
広
げ
よ
う

健
康
の
輪
を

　
　
広
げ
よ
う

小

野

市

愛

育

ひ

よ

こ

会

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
ザ
ン
ビ
ア
へ
赴
任

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
ザ
ン
ビ
ア
へ
赴
任

育
ヶ
丘
町
の
石
原
さ
ん
　
小
野
市
で
６
人
目

計量を行う小野市くらしの会の皆さん

作業を行う会員の皆さん

　わたしたちが普段食材などを購入
する際に目安にしている内容量（重さ）
の表示について、消費者に計量に対
する認識を深めていただくため、小
野市くらしの会の皆さんの協力を得て、
計量教室（商品量目試買検査）を実
施しました。
　会員１２名が市内の食料品店などに
それぞれ分かれ、食肉や野菜類、魚
介類など９１商品を購入して検査会場
へ持ち帰り再計量した結果、適正率
は９０・１％となり、前回検査の８９％を
上回りました。

！！！！！！

１６

１９

１０

２１

３０

５９

３０

○６３

このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で

　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。

　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　

ふれあいひろばふれあいひろばふれあいひろば



１３ 平成１４年　広報「おの」４月号

　
市
内
の
　
事
業
所
か
ら
　
点
の

申
請
が
あ
り
ま
し
た
新
殖
産
品
に

つ
い
て
、
小
野
市
新
殖
産
品
選
考

委
員
会
で
選
考
し
た
結
果
、
次
の

と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
最
優
秀
認
定
品
】
１
点

　「
ポ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
イ

　
　
　
　
　
１
３
０
・
１
７
０
」

　
　
　
　
　（
　
ユ
ー
エ
ム
工
業
）

【
最
優
秀
認
定
品
】

《
特
別
賞
》
１
点

　「
高
張
力
白
心
可
鍛
鋳
鉄
」（
ハ

イ
テ
ン
マ
リ
ア
ブ
ル
）（
中
井
工
業
　
）

【
優
秀
認
定
品
】　
　
点

　「
地
球
儀
時
計
」
三
和
コ
ン
ベ

ア
　
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
　
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ

Ａ
（
神
戸
ヴ
ィ
オ
ラ
）」
キ
ン
ボ

シ
　
、「
非
磁
性
ド
ラ
イ
バ
ー
」

ト
ー
コ
マ
　
、「
バ
リ
カ
ー
ル（
刈

払
機
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）」　
マ

ツ
オ
技
研
工
業
、「
ソ
ー
ラ
ー
シ

ー
ソ
ー
」
山
口
金
属
　
、「
真
鍮

ア
ル
チ
ザ
ン
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
山
口
金

属
　
、「
い
き
い
き
そ
ろ
ば
ん
玉

１
・
２
・
３
遊
び
」
　
ダ
イ
イ
チ
、

「
小
野
の
ほ
ん
ま
も
ん
耳
か
き
ト

ン
ボ
」
宮
本
一
廣
、「
な
ん
で
も

ラ
ッ
ク
」
播
州
算
盤
工
芸
品
協
同

組
合
、「
ラ・ボ
ロ
ン
テ（
わ
が
ま
ま
）」

播
州
算
盤
工
芸
品
協
同
組
合

６７５ １３８０５０
円

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１

小
野
市
役
所
内

広
報
ク
イ
ズ
係

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

○ 小野市の平成１４年度の予算総額は○○○億円です。

○ ４月２１日に「○○○○の丘公園」がオープンします。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、

　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って

　ください。

　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　４月１９日（金）（当日消印有効）

２

１

　最近のももちゃんは、カ
ーテンでいないない・ばー
するのが大好き！
　これからも持ち前の明る
さでスマイル

（母　めぐみさん）

　 　橋　百恵ちゃん
はしくじ もも え

わが家の　アイドル

（中町・１歳２ヶ月）

　いつも笑顔の愛ちゃん。
お兄ちゃんと仲良くね。

（母　晴香さん）

まつざき とまな

（黒川町・１歳）

　「歩く」事と「まんま」が
大好きな彩美ちゃん。
　その笑顔をたやさず育っ
てください。

（母　里恵さん）

　 柏木　彩美ちゃん
かしわぎ あや み

（船木町・１歳２ヶ月）

　 真子　知也ちゃん
ま こ とも や

（育ヶ丘町・１歳１ヶ月）

先月広報クイズの答え　○５　○生活　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

　 松崎　愛斗ちゃん

　いたずら大好き、まんま
大好きな元気いっぱいの
知也。
　優しく素直な男の子に育
ってね
　　　　（母　順子さん）

１ ２

平
成
　
年
度

小
野
市
新
殖
産
品

１３

１５

１０

２３

（株）

（株）

（株）

（株）

（株）

（株）

（株）

（株）

（有）

このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で

　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。

　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　

ふれあいひろばふれあいひろばふれあいひろば



１４平成１４年　広報「おの」４月号

　市立中番小学校６年生（３２名）の児童らが、卒業記
念品として、「投てき板」を寄贈しました。
　児童らは、卒業を控え、お世話になった小学校
に何か形に残るものを作り、感謝の気持ちを伝え
たいと話し合い、総合学習で「投てき板」（高さ２・
７ｍ、幅６ｍ）作りに取り組みました。
　投てき板の費用の多くは、６年生みんなで頑張
って集めた廃品回収で得たお金を充てました。また、
下絵のデザイン描きやペンキ塗りは、保護者と児
童との共同で作業をしました。
　児童らが作った投てき板は、在校生のみんなが
喜んでボール当てなどをして楽しく遊んでくれる
と思います。

　市観光協会は３月１０日、「小野史を歩く会」
を開催し、１１４名が参加されました。
　今回は、「河合と高田の城巡り」と題して、
河合地区・高田町にある城跡を中心に文化財
をたどり、参加者らは自分で歩いて城跡など
を訪れ、熱心に説明を聞いておられました。

　スポーツ少年団対抗「かんでんカップ争奪綱引大
会」（関西電力（株）社営業所主催）が３月９日、小野
市総合体育館で開かれました。
　小野市と加東郡内の２０チーム計２６０人の子ども
たちが熱戦を繰り広げました。
　優勝は社町の社柔道少年団チームに奪われたもの
の、当市の小野東スポーツ少年団野球部Ａチームが
準優勝に輝きました。また、河合スポーツ少年団（サ
ッカー）チームが第４位にあたる敢闘賞を受賞され
ました。

力いっぱい綱を引く子どもたち（総合体育館）

第３１回小野史を歩く会第３１回小野史を歩く会

市立中番小卒業生市立中番小卒業生

スポーツ少年団対抗

「かんでんカップ争奪綱引大会」

スポーツ少年団対抗

「かんでんカップ争奪綱引大会」

卒業記
念に

このページは、まちの特派員から寄せられた
情報を掲載するコーナーです。まちの小さな
話題、大きな話題にかかわらず「まちの身近
な話題」などを紹介します。



１５ 平成１４年　広報「おの」４月号

　任命式から始まった女性分団の
活動は、４月の消防大会、６月か
ら８月にかけての救急法の研修で
全員が普通救命士の認定証を取得
しました。２名は救急法の普及活
動が行える救急法普及員の資格を
取得しました。平成１４年度から
女性対象の講習会を開きたいと思
っています。
　９月には救急の日にちなんでの
キャンペーンで多くの人に心肺蘇
生法の大切さなどをＰＲしました。
　全国女性消防団活性化大会や兵
庫県女性消防団員研修会などに参
加し、多くの方からいろいろのア
ドバイスを受けました。高齢者宅
への防火訪問は、わたしたちも一
緒に勉強する場となりました。
　火災をなくするために、３月２
日には防火予防の広報活動を行い
ました。
　これからもさらに、活動範囲を
広げ、多くの女性団員を迎え一緒
になって小野市を守っていきたい
と思っています。

　『足が痛い』『腰が痛い』でも
『心も体も引き締まったみたい』
『いろいろなことが体験できて
楽しかった』、『知らなかった人
と体験を通じて知り合えてよか
った』、『訓練で覚えたことをい
ざというときに役立てることが
できるようになりたい』

救急法研修会（６月２４日ほか）

高齢者宅の住宅防火診断（１１月４日）

女性団員研修会（１０月２７日）

兵庫県女性消防団研修会に参加（９月２９日）

消防大会（４月８日）
結団式（３月２３日）

訓練や活動を通じて・・・

　播州地方で初めて結成された女性による消防団“サンフラワーズ１１９”の活動記録です。
　初めての女性消防団ということで、団員も何をどうしたらいいのか迷いながらの１年間でした。
　そんな中で、できたこと、やり残したこと、これから取り組もうとすることなどをまとめました。

　播州地方で初めて結成された女性による消防団“サンフラワーズ１１９”の活動記録です。
　初めての女性消防団ということで、団員も何をどうしたらいいのか迷いながらの１年間でした。
　そんな中で、できたこと、やり残したこと、これから取り組もうとすることなどをまとめました。

いちいちきゅういちいちきゅう



○
知
的
障
害
児
施
設
・

　
　
　
　
知
的
障
害
児
通
園
施
設

　
知
的
障
害
児
が
入
所
、
ま
た
は

保
護
者
の
元
か
ら
通
い
、
児
童
が

で
き
る
限
り
社
会
に
適
応
す
る
よ

う
に
生
活
指
導
を
受
け
た
り
、
ま

た
児
童
の
適
正
に
応
じ
将
来
で
き

る
限
り
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
独
立
自
活

に
必
要
な
知
識
技
能
を
与
え
ま
す
。

○
盲
・
ろ
う
あ
児
施
設

　
盲
児
（
強
度
の
弱
視
児
を
含
む
）・

ろ
う
あ
児
（
強
度
の
難
聴
児
を
含

む
）
が
入
所
し
て
、
独
立
自
活
に

必
要
な
指
導
、
ま
た
は
援
助
を
行

い
ま
す
。

○
難
聴
幼
児
通
園
施
設

　
強
度
の
難
聴
の
幼
児
が
保
護
者

の
元
か
ら
通
い
聴
能
訓
練
、
言
語

機
能
訓
練
、
生
活
指
導
等
を
受
け

ま
す
。

○
肢
体
不
自
由
児
施
設
・
肢
体
不
自
由
児

　
通
園
施
設
・
肢
体
不
自
由
児
療
護
施
設

　
上
肢
、
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の

機
能
障
害
の
あ
る
児
童
が
入
所
、

ま
た
は
保
護
者
の
元
か
ら
通
い
治

療
す
る
と
と
も
に
生
活
指
導
お
よ

び
職
業
指
導
等
独
立
自
活
に
必
要

な
知
識
技
能
を
与
え
ま
す
。

○
重
症
心
身
障
害
児
施
設

　
重
度
の
知
的
障
害
お
よ
び
重
度

の
肢
体
不
自
由
が
重
複
し
て
い
る

児
童
が
入
所
し
て
、
治
療
や
心
理

指
導
、
ま
た
日
常
生
活
の
指
導
を

受
け
ま
す
。

○
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

　
軽
度
の
情
緒
障
害
を
有
す
る
お

お
む
ね
　
歳
未
満
の
児
童
が
短
期

入
所
し
、
ま
た
は
保
護
者
の
元
か

ら
通
い
、
そ
の
情
緒
障
害
を
な
お

す
た
め
の
治
療
を
受
け
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
、
相
談
に
つ
い
て

は
、
兵
庫
県
中
央
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
（
　
０
７
８
―
９
２
３
―
９
９

６
６
）
ま
で
。

１６平成１４年　広報「おの」４月号

　
平
成
　
年
度
か
ら
行
っ
て
い
た

耐
震
診
断
も
今
年
度
が
、
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
、
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
　
昭
和
　
年

５
月
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
。
戸

建
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅
等
で

す
（
※
一
部
対
象
外
と
な
る
建
物

も
あ
り
ま
す
）。

▼
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
　
無

料▼
診
断
内
容
・
診
断
時
間
　
建
物

の
構
造
、
間
取
り
、
壁
の
量
お
よ

び
外
観
等
の
目
視
等
に
よ
り
、
建

物
の
強
さ
を
診
断
し
ま
す
。
約
１

時
間
以
内
で
す
。

　
日
程
調
整
を
し
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
の
都
合

の
良
い
日
時
に
で
き
ま
す
。

　
診
断
の
結
果
は
、
後
日
、
住
宅

所
有
者
宛
に
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
住
宅
に
関
し
て
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
診
断
後
に
お
い
て
改
修

工
事
を
実
施
す
る
時
は
、
融
資
制

度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
申

し
込
み
は
、
随
時
行
い
ま
す
。
地

域
振
興
部
建
築
・
住
宅
課
（
　
　

１
９
３
７
）

【
事
例
】
排
水
管
の
点
検
に
来
た

と
業
者
が
訪
問
。「
排
水
管
が
詰

ま
っ
て
い
る
の
で
高
圧
洗
浄
が
必

要
」
と
言
わ
れ
て
契
約
し
た
が
解

約
し
た
い
。

【
対
応
】
排
水
管
の
洗
浄
は
、
昨

年
６
月
の
「
特
定
商
取
引
に
関
す

る
法
律
」
の
改
正
に
よ
り
、
指
定

役
務
に
追
加
さ
れ
た
の
で
、
契
約

日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
す
。
そ
の
手
続
き
に

つ
い
て
助
言
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
等
の
公
的
機
関
が
民

間
業
者
に
、
家
庭
の
排
水
管
等
の

洗
浄
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
不
審
に
思
っ
た
場
合

は
返
事
を
保
留
し
、
関
係
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

急
が
せ
る
業
者
に
は
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
ペ
イ
オ
フ
の
解
禁
」
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
付
け
加
え
ま
す

　
今
年
の
４
月
か
ら
定
期
預
金
や

定
期
積
金
な
ど
は
ペ
イ
オ
フ
が
解

禁
に
な
り
ま
す
が
、
普
通
預
金
や

当
座
預
金
は
来
年
の
３
月
末
ま
で

保
護
さ
れ
、
来
年
の
４
月
に
ペ
イ

オ
フ
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。

○６

〜
知
的
障
害
者
　
へ
の
福
祉
〜

（児）

　
今
回
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
障
害
の
あ
る
児
童
の
施
設

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

くら
しのそ

うだん 箱

１２

１２

５６

○６３

無
料
住
宅
耐
震
診
断

無
料
住
宅
耐
震
診
断

あ
な
た
の
家
は
安
全
で
す
か
？

〜
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
〜



１７ 平成１４年　広報「おの」４月号

　
県
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
林

水
産
物
を
は
じ
め
、
地
場
産
業
製

品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
、
販
売
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
、「
旬
の

あ
る
暮
ら
し
マ
ガ
ジ
ン
＆
市
場
」

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
そ
の
内
容
は
、
出
店
会
員
が
商

品
を
Ｐ
Ｒ
・
販
売
す
る
、「
旬
マ

ガ
市
場
」
や
旬
の
食
材
や
行
事
の

紹
介
を
す
る
、「
旬
マ
ガ
ト
ピ
ッ

ク
ス
」
や
消
費
者
、
生
産
者
の
情

報
交
換
の
場
と
な
る
、「
旬
マ
ガ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
単
に
商
品
情
報
だ
け
で
な
く
、

「
旬
」
と
い
う
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
た
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
や
生

活
に
役
立
つ
情
報
交
換
が
で
き
る

掲
示
板
も
設
け
て
お
り
、
消
費
者

会
員
を
募
集
中
で
す
。「
旬
マ
ガ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
の
投
稿
、「
旬

マ
ガ
市
場
」
で
買
い
物
を
し
た
い

と
い
う
方
は
、
消
費
者
会
員
登
録

が
必
要
で
、
旬
マ
ガ
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
か
ら
行
え
ま
す
（
登
録
費
用
、

会
費
等
一
切
無
料
）。

　
ま
た
、
商
品
出
店
者
も
募
集
中

で
、
今
年
度
２
８
０
店
舗
ま
で
受

け
付
け
る
予
定
を
し
て
お
り
、
市

内
の
方
も
出
店
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
ひ
ょ
う
ご
農
村
活
性
化
公
社

（
　
０
７
８
―
３
６
１
―
８
１
１
４
）

ま
た
は
、
兵
庫
県
農
林
水
産
部
企

画
調
整
局
地
域
産
業
政
策
担
当

（
　
０
７
８
―
３
６
２
―
９
２
１
３
）

ま
で
。

　
可
燃
ご
み
の
収
集
は
、
従
来
基

本
的
に
祝
日
を
休
み
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
収
集

日
が
祝
日
に
あ
た
る
日
も
収
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配

布
し
て
い
ま
す
「
平
成
　
年
度
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
可
燃
ご
み
の
搬
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
ご
み
分
別
の
変
更

　「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
ア
ル
ミ

ホ
イ
ル
」
は
、
今
後
可
燃
ご
み
と

し
て
扱
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
他
の
分
別

は
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
正
し
い
分
別

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
分
別
は
最
初
が
肝
心

　
ご
み
の
分
別
は
、
生
活
用
品
の

多
さ
か
ら
見
極
め
も
難
し
く
、
大

変
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
な
が

ら
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
み
は
、
発
生
の
段
階
か
ら
分

別
す
る
と
簡
単
で
す
が
、
後
に
な

る
ほ
ど
困
難
に
な
り
、
手
間
も
か

か
り
ま
す
。

○
分
別
誤
り
が
多
い
不
燃
ご
み

　
不
燃
ご
み
の
搬
出
状
況
を
観
ま

す
と
、
次
の
も
の
が
よ
く
間
違
っ

て
入
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
、
お

も
ち
ゃ
、
容
器
の
蓋
は
可
燃
ご
み

へ
、
ま
た
、
ビ
ン
の
金
属
栓
は
空

き
缶
類
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
搬
出
ル
ー
ル
を
守
り

　
　
美
し
い
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
分
別

と
、
各
ご
み
の
搬
出
指
定
日
お
よ

び
時
間
を
守
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
福
祉
部
生

活
環
境
課
環
境
業
務
係
（
　
　
１

６
８
６
）

ホームページ画面

　日時　平成１４年５月から平成１５
　年２月（毎月１～２回程度・火曜
　日午後の予定）
　場所　社総合庁舎および社健康
　福祉事務所（社保健所）　ほか
　対象　家族と地域の健康づくり
　に実践意欲のある方（男女問い
　ません）
　定員　４０名（先着順）
　申し込み方法　保健センター　
　（　　３９７７）、または社健康福
　祉事務所（社保健所）（　０７９５
　　５１１１）へ４月２６日（金）まで
　に申し込んでください。
いずみ会リーダーとは？

　「私たちの健康は私たちの手で」
を合言葉に、自分や家族、地域の
人たちの健康づくりのため、食生
活改善運動に取り組むボランティ
アのことです。
養成講座とは？

　食生活を中心とする健康づくり
のための基礎知識と実践方法につ
いての講義、実習、グループワー
クを行います。修了者には、知事
からの修了証を受け、小野市のい
ずみ会会員として活躍していただ
きます。

リーダー養成講座リーダー養成講座リーダー養成講座
－受講生募集－

いず
み会

農
業  

〜
　
世
紀
を
む
か
え
て
〜  

　○２９

『
旬
の
あ
る
暮
ら
し
マ
ガ
ジ
ン
＆
市
場
』の

　
　
消
費
者
会
員
お
よ
び
出
店
者
の
募
集

『
旬
の
あ
る
暮
ら
し
マ
ガ
ジ
ン
＆
市
場
』の

　
　
消
費
者
会
員
お
よ
び
出
店
者
の
募
集

『
旬
の
あ
る
暮
ら
し
マ
ガ
ジ
ン
＆
市
場
』の

　
　
消
費
者
会
員
お
よ
び
出
店
者
の
募
集

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
　１１

２１

可
燃
ご
み
の
祝
日
収
集
開
始

可
燃
ご
み
の
祝
日
収
集
開
始

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｈｕｎｍａｇａ．ｊｐ

（財）

１４

１４

○６３

○６３

○４２

平成１４年度の新しい「ゴミ収集カレンダー」



　
６
歳
未
満
児
に
対
す
る
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
対
象
が
変
わ
り
ま

す
。
今
ま
で
の
６
歳
の
誕
生
月
ま

で
を
、
４
月
か
ら
義
務
教
育
就
学

前
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。
た
だ

し
、
従
来
か
ら
の
所
得
制
限
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
毎
年
７
月

に
受
給
者
証
の
更
新
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
幼
児
に

は
、
６
月
　
日
ま
で
有
効
の
受
給

者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
「
証
」
を
郵
送
す
る
幼
児
　
平

成
８
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら
平

成
８
年
５
月
　
日
生
ま
れ
ま
で
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
保
険
医

療
係
（
　
　
１
４
６
９
）

　
　
歳
以
上
（
寝
た
き
り
等
の
場

合
は
　
歳
以
上
）
に
な
る
と
「
老

人
保
健
」
と
い
う
制
度
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
高
齢
者
が
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
の
費
用
の
負
担
を
軽

く
し
て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
た
だ
し
、
高
齢
者
は
原
則
か

か
っ
た
費
用
の
１
割
負
担
（
上
限

付
き
）
が
必
要
で
す
が
、
平
成
　

年
４
月
１
日
か
ら
別
表
の
と
お
り

外
来
時
の
自
己
負
担
額
の
上
限
が

変
わ
り
ま
す
。
医
療
機
関
に
受
診

の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１８平成１４年　広報「おの」４月号

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

（
市
内
黒
川
町
）

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

第
２
期
一
般
宅
地
分
譲

　
　
　
受
付
中
（
先
着
順
）

（
市
内
黒
川
町
）

＊
住
宅
建
設
メ
ー
カ
ー
の
指
定
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
住
宅
建
設
期
限
は
　
年
以
内
に

　
な
り
ま
し
た
。
　

＊
家
族
用
（
分
家
住
宅
）
と
し
て

　
の
取
得
も
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
小
野
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役

所
内
）
ま
で
。

１０

ア
メ
ニ
テ
ィ

　
　
く
ろ
か
わ

ア
メ
ニ
テ
ィ

　
　
く
ろ
か
わ

河 村 　 朗

内科医長
かわ むら あきら

老人保健の訪問看護に要する費用の１割

　ただし、同一の訪問看護ステーションでの基本利用料
が１か月に３，２００円に達したときは、その後は基本
利用料の負担はありません。

※　定額制の訪問看護ステーションの場合は基本利用料
　は１日につき６４０円となり、１か月５回まで。

医療費の１割

　ただし、同一医療機関での負担額が１か月毎に

に達したときは、その後は自己負担はありません。

　定額制の診療所での負担額は１日につき８５０円とな
　り、１か月４回まで。

（太字が改定後の金額です）

○入院の場合は従来どおりです。

老
人
保
健
の
訪
問

看
護
を
受
け
た
と
き

外

来

の

と

き

医療機関で３，２００円

　大病院（ベット数が２００床
　以上ある病院）で受診され
　た方は　５，３００円

　 医 療 機 関 で
院外処方せんを
交付されなかった方

医療機関で１，６００円
薬　　局で１，６００円

　大病院（ベット数が２００床以上　
　ある病院）で受診された方は
　それぞれで２，６５０円

　 医 療 機 関 で
院外処方せんを
交 付 さ れ た 方

老人保健による外来一部負担金の改定（平成１４年４月から）（別表） 暮
ら
し
の
情
報

市
役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て

い
た
だ
く
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○６３

国
民
健
康
保
険

乳
幼
児
医
療
費
の

　
　
受
給
対
象
が
拡
大

市

民

病

院

こ
ん
に
ち
わ

　
　
着
任
医
で
す

平
成
　
年
４
月
か
ら

　
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
に

１４

平
成
　
年
４
月
か
ら

１４

　
歳
か
ら
の
老
人
保
健
制
度

自
己
負
担
額
が
変
更
に
！

７０

３１
３０○６３

６５

１４

７０

○１

○２
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さ
て
、
問
題
で
す
。

　
国
民
年
金
は
自
営
業
者
な
ど
が

加
入
す
る
年
金
制
度
な
の
で
、
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
国
民
年
金
に
は
加

入
し
て
い
な
い
。
○
か
×
か
？

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
　

歳
か
ら
　
歳
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
す
る
年
金
制
度
で
す
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
で
、
同
時
に
国
民
年
金

に
も
加
入
し
て
い
る
の
で
す
（
別

図
参
照
）。
国
民
年
金
の
被
保
険

者
に
は
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三

号
と
あ
り
、
国
民
年
金
か
ら
受
け

る
年
金
は
「
基
礎
年
金
」
と
い
い

ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
料
に
は
国
民
年
金

の
分
も
含
ま
れ
る

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
会
社
で
働

く
人
や
公
務
員
は
、
国
民
年
金
の

第
二
号
被
保
険
者
で
す
。
厚
生
年

金
保
険
は
こ
の
国
民
年
金
に
上
乗

せ
さ
れ
る
、
被
用
者
の
た
め
の
年

金
で
す
。

　
で
も
、
国
民
年
金
の
保
険
料
な

ん
て
払
っ
て
な
い
よ
、
と
い
う
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
給
料
明
細
に
厚
生
年
金
保

険
料
あ
る
い
は
社
会
保
険
料
な
ど

の
名
目
で
「
厚
生
年
金
保
険
料
」

を
負
担
し
て
い
ま
す
。
厚
生
年
金

保
険
で
は
、
こ
の
集
め
ら
れ
た
保

険
料
の
な
か
か
ら
国
民
年
金
の
保

険
料
を
ま
と
め
て
支
払
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
厚
生
年
金
保
険

の
保
険
料
は
月
給
（
標
準
報
酬
月

額
）
の
　
・
　
％
を
、
会
社
（
事

業
主
）
と
折
半
し
た
も
の
で
す
（
厚

生
年
金
基
金
加
入
者
は
料
率
が
異

な
る
）。
会
社
な
ど
で
働
い
て
い

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
は
　
歳
ま
で
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
４
月
か
ら
は
　
歳
ま
で

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
被
扶
養
配
偶
者

は
第
三
号
被
保
険
者

　
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
、
国
民

年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
保
険
料
を
個
別
に
負
担
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
出

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
年

金
を
受
け
る
権
利
を
得
ら
れ
ま
す
。

　
第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年

金
保
険
な
ど
の
制
度
全
体
が
負
担

し
て
い
ま
す
。
届
出
は
配
偶
者
の

勤
め
先
の
事
業
所
で
手
続
き
し
ま

す
。

（
冒
頭
の
問
題
の
答
え
は
×
で
す
）

　
本
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
の
収
納
事
務
が
国
へ
変
わ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
の
紙

面
お
よ
び
各
戸
配
布
、
個
別
案
内

で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
に

は
、
平
成
　
年
度
の
１
年
分
の
保

険
料
納
付
書
が
国
（
社
会
保
険
事

務
所
）
か
ら
届
き
ま
す
（
口
座
振

替
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
月
分
は

翌
月
の
月
末
に
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
）。

　
ま
た
、
保
険
料
収
納
事
務
の
国

へ
の
移
行
に
伴
い
、
市
の
年
金
窓

口
事
務
の
一
部
が
国
（
社
会
保
険

事
務
所
）
へ
移
行
す
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
あ
る
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に

対
し
、
紙
お
む
つ
や
尿
と
り
パ
ッ

ド
等
の
介
護
用
品
を
宅
配
に
て
支

給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

・
介
護
認
定
で
要
介
護
４
ま
た
は

　
５
と
認
定
さ
れ
た
方
で
、
市
民

　
税
非
課
税
世
帯
の
方

▼
内
容
　

・
申
請
時
に
、
市
が
指
定
し
て
い

　
る
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
、
介

　
護
用
シ
ー
ツ
、介
護
用
手
袋
等
）

　
の
中
か
ら
必
要
な
も
の
を
選
ん

　
で
い
た
だ
き
、
申
請
日
の
翌
月

　
か
ら
毎
月
支
給
し
ま
す
。

▼
料
金

・
月
額
６，
２
５
０
円
ま
で
は
市

　
が
負
担
し
ま
す
。
月
額
６，

　
２
５
０
円
を
超
え
る
金
額
に
つ

　
い
て
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま

　
す
。

▼
留
意
事
項

・
一
度
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て

　
も
、
次
の
場
合
は
資
格
を
失
い

　
ま
す
。

高
齢
者
が

　
介
護
認
定
が
要
介
護
４
ま
た
は

　
５
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
施
設
に
入
所
し
た
と
き

　
３
ヶ
月
以
上
病
院
に
入
院
し
た

　
と
き

　
属
す
る
世
帯
が
市
民
税
非
課
税

　
世
帯
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
小
野
市
民
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
死
亡
し
た
と
き

▼
問
い
合
わ
せ

　
申
請
、
詳
細
等
は
、
市
民
福
祉

部
福
祉
課
長
寿
福
祉
係
（
　
　
１

０
１
１
）
ま
で
。

〜
家
庭
介
護
用
品
支
給
事
業
〜

〜
家
庭
介
護
用
品
支
給
事
業
〜

お
願
い

公的年金制度の概要（別図）

厚生年金保険・

共済組合

国民年金

（基礎年金）

第
１
号

被
保
険
者

約
２，

１
０
０
万
人

国
民
年
金
保
険
料

自
営
業
者
等

第
３
号

被
保
険
者

約
１，

２
０
０
万
人

第
２
号

被
保
険
者
の

被
扶
養
配
偶
者

第
２
号
被
保
険
者

約
３，

８
０
０
万
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

公
務
員
等

第２号・第３号被保険者
の国民年金保険料分を
まとめて納付

市
民
の
た
め
の
年
金
教
室

年

　

　

金
○１２０

５９

１７
３５

６４

１４

６９

○１○２○３○４○５○６

○６３
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教室のご案内

〒６７５－１３７８  小野市王子町９１７－１　小野市総合体育館　「平成１４年度第１期スポーツ教室生募集」係
　　　７０００

応 募 先・問い合わせ
（往信一表） ○６２

往復ハガキ記入例

※返信の裏は、白紙です。

（返信―表）

（往信―裏）

希
望
教
室
名
･
コ
ー
ス
名

住
　
　
　

所

受
　講
　者
　名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

〈
保
護
者
名
（
幼
児
・
小
学
生
の
み
）
〉

年
齢
〈
生
年
月
日
･
学
年
〉

電
　話
　番
　号

○
○
市
○
○
町
○
○
番
地

受
講
者
の
住
所
･
氏
名

○
　
○
　
○
　
○
　
様

　
　
　
　
○
　
○
　
様

幼
児
･
小
学
生
の
場
合
は

保
護
者
名
を
付
記

○１○２○３○４○５

（

（

応募締切日

応募方法

４月１６日（火）必着（ただし、総合体育館窓口での受付は、１６日（火）２１時まで）

　「往復ハガキ」に、右図の記入例にそって、締め切り日までに必着するよう郵送してくださ
　い。なお、総合体育館窓口で応募される場合は、返信用はがきを持参してください（ただし、
　はがきの裏に往信―裏の　､　､　 を記入）。
　はがきは、１枚につき１名・１教室１コースで応募してください。
　同じ教室内の応募は１コースのみとさせていただきます（ただし、違う教室への応募はでき
　ます）。
　幼児･小学生教室への応募は、必ず保護者名、生年月日、学年を付記してください。

　募集人員を超える教室については、厳正なる抽選のうえ受講者を決定し、結果をはがきでお
　知らせします。
　当選者は、当選はがきを持参のうえ、４月２６日（金）までに受講申し込み手続きと受講料納入
　を行ってください（期日までに手続きを完了されない場合は当選を無効とします）。
　本人･保護者以外の申し込み手続きはできませんのでご了承ください。

　募集人員に満たない教室は、４月１８日（木）の９時より総合体育館窓口で先着順に申し込みを受
　け付けます。
　継続手続きにより第３期まで受講できます。なお、第２期・第３期の募集は、前期の欠員募
　集となりますのでご了承ください。
　教室の当選権利については、友人･知人等に譲渡することはできません。
　４月１・８・１５・２２日（月）は休館日です。
　公開抽選会は下記のとおりですのでご自由にお越しください。
　なお、抽選は主催者で行います。
　日時：４月１８日（木）１０時から　
　場所：総合体育館研修室（２階）

ルンルン体操

ゴーゴー体操

た け の 子
体 操

は つ ら つ
アップ・アップ

エアロビクス

そ よ か ぜ

１６：００

１７：００

～

１９：１５

２０：４５

～

１０：００

１０：５０

～
１０：００

１０：５０

～

　９：３０

１１：３０

～

１６：００

１７：００

１７：３０

１８：３０

～
～

４歳児

Ｈ９．４．２～

　 Ｈ１０．４．１生

５歳児

Ｈ８．４．２～

　 Ｈ９．４．１生

小学１･２年生

総合体育館

ア リ ー ナ

総合体育館

アリーナ他

総合体育館

軽 運 動 室

総合体育館

アリーナ他

一 般 男 女

一般男女･初心者

一般男女･初心者

一般男女･経験者

一般男女･経験者

一般男女･初心者

一般男女･経験者

高 齢 者 男 女

概ね６０歳以上

５月１０日～７月２６日

毎週金曜日・１２回

５月１０日～７月２６日

毎週金曜日・１２回

５月１４日～７月３０日

毎週火曜日・１２回

５月１４日～７月３０日

毎週火曜日・１２回

５月１４日～７月３０日

毎週火曜日・１２回

５月９日～７月２５日

毎週木曜日・１２回

５月９日～７月２５日

毎週木曜日・１２回

５月１４日～７月３０日

毎週火曜日・１２回

５月１４日～７月３０日

毎週火曜日・１２回

５月１０日～７月２６日
毎週金曜日・１２回

５月８日～７月２４日

毎週水曜日・１２回

１９：００～１９：５０

２０：００～２０：５０

２０：００～２０：５０

１９：００～１９：５０

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

２０

３０

３０

４０�

４０

各教室

５，０００円

いろいろな運動・遊

びを通して基礎的な

運動能力の育成

リズムに合わせ

て身体を動かし

全身持久力をア

ップ

マット、跳び箱､

鉄棒など器械運動

にチャレンジ

各種運動やトレーニング器

具を使って健康・体力づくり

各種運動を通し

て明日への健康

と仲間づくり

教　室　名 コース 活動場所対　象 期間･曜日･回数 活動時間 内　　容募集人員 受講料

※一般とは、昭和６２年４月１日以前に生まれた方とします（ただし、高校生などの受講については保護者の責任において受講させてください）。�

※各教室の実施日が、一部変更になることがあります。　　※受講料にはスポーツ安全保険料が含まれます。

◎キッズストリートダンス教室は、しばらくの間、休講させていただきます。

Ａ

Ｂ

Ａ－１

Ｂ－１

Ｂ－２

Ｃ－２

Ｄ－１

Ｄ－２

Ａ

Ｂ

４５�

４５�

４０�

４０�

４５�

４０�

３０�

３０�

【主　催】　（財）小野市都市施設管理協会

そ の 他

受講者の決定
　  および
申し込み方法

ス

ポ

ー

ツ

（
ス
ポ
ー
ツ
＆
生
活
）

い
い
汗
　
さ
わ
や
か
　
健
康
家
族
！

平
成
　
年
度
 

第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
生
募
集

１４

○１

○２
○３

○４

○３
○４
○５

○１

○２

○１

○２

○３

○１ ○４ ○５
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運
転
の
重
点

◎
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　
止

◎
飲
酒
運
転
等
悪
質
、
危
険
な
運

　
転
の
追
放

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

　
期
間
中
、
各
地
域
で
街
頭
立
番

や
広
報
活
動
を
実
施
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
命
の
大

切
さ
を
自
覚
し
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
、

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
死
亡
事
故
多
発
！

交
通
安
全
対
策
重
点
推
進
地
域
に

　
市
内
で
は
、
昨
年
か
ら
交
通
死

亡
事
故
が
多
発
し
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
も
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
重
大
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
兵
庫
県
の
「
平

成
　
年
度
交
通
安
全
対
策
重
点
推

進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
飲
酒
運
転
や
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
な
ど
、
基
本
的

な
交
通
マ
ナ
ー
の
欠
如
に
よ
り
大

き
な
事
故
が
た
く
さ
ん
起
き
て
い

ま
す
。

　
社
警
察
署
で
は
、
悪
質
で
最
も

死
亡
事
故
に
直
結
し
や
す
い
こ
れ

ら
の
違
反
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

子
供
の
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

　
子
供
の
交
通
事
故
で
最
も
多
い

の
が
飛
び
出
し
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
な
い
で
自
動

車
に
乗
っ
て
い
て
、
ブ
レ
ー
キ
の

は
ず
み
で
座
席
か
ら
転
倒
し
て
負

傷
す
る
と
い
う
車
内
事
故
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通
事
故
の

こ
わ
さ
を
教
え
、
車
に
は
気
を
つ

け
よ
う
と
い
う
意
識
を
育
て
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
車
に
乗
せ
る
と
き
は
必

ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
死
者
の
半
数
が
高
齢
者

　
昨
年
の
社
警
察
署
管
内
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
は
　
人
で
、
そ

の
う
ち
高
齢
者
は
半
数
の
５
人
で

す
。
ま
た
、
傷
者
は
９
３
５
人
中

２
０
０
人
（
　
・
４
％
）
が
高
齢

者
で
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ
死
傷

者
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
故
の
状
態
で
は
、
夜
間
の
歩

行
や
自
転
車
で
外
出
中
、
車
に
は

ね
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
自
身
が
交
通
安
全
に
十

分
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
周
囲

の
人
も
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
高

齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

家
族
の
皆
さ
ん
へ

・
で
き
る
だ
け
夜
間
の
外
出
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
、
行
き
先
や
行

動
に
十
分
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
十
分
に

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
動
静
に
注

意
し
て
十
分
な
間
隔
を
と
っ
て
通

過
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
も
桜
が
満
開
に
な
る
早
春

に
小
野
市
消
防
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
で
あ
る
消
防
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
同
大
会
は
消
防
職
・
団
員
と
消

防
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
繰
り

広
げ
る
総
決
起
大
会
で
、
日
ご
ろ

の
訓
練
等
を
披
露
し
、
消
防
技
術
、

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
大
会
で

す
。
ま
た
、
大
会
で
は
小
野
保
育

所
・
下
東
条
西
保
育
所
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
よ
る
か
わ
い
い
演
技
の

ほ
か
多
数
の
催
し
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
４
月
　
日
　
　
９
時
か

ら▼
場
所
　
市
役
所
東
駐
車
場

（
雨
天
時
）
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
一
部
　
消
防
車
両
等
の
分
列
行

　
　
　
　
進
・
消
防
功
労
者
の
表

　
　
　
　
彰
並
び
に
感
謝
状
贈
呈

　
二
部
　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演

　
　
　
　
技
・
消
防
署
救
助
演
技
・

　
　
　
　
消
防
団
一
斉
放
水
等

　
平
成
　
年
２
月
の
火
災
の
出
火

原
因
は
、
煙
突
か
ら
の
飛
び
火
、

天
ぷ
ら
油
の
加
熱
お
よ
び
原
因
不

明
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
出
火
原
因
の
一
つ
で

あ
る
台
所
で
の
注
意
点
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

　
物
を
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

★
コ
ン
ロ
の
上
に
ふ
き
ん
等
を
干

　
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

★
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
時
は
必
ず

　
火
を
消
し
て
い
ま
す
か
。

★
コ
ン
ロ
が
壁
に
近
づ
き
す
ぎ
て

　
い
ま
せ
ん
か
。

★
ガ
ス
ホ
ー
ス
は
古
く
な
っ
て
い

　
ま
せ
ん
か
。

★
コ
ン
ロ
は
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ

　
て
い
ま
す
か
。

★
換
気
扇
の
掃
除
は
さ
れ
て
い
ま

　
す
か
。

★
置
い
て
あ
る
消
火
器
の
底
は
錆

　
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
・
点
検

し
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

○年別月別・

　　累計火災件数

年別

　平成

１４年

　平成

１３年

２月
件数

３�

３

累計

５�

４

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

消

　

　

防

交

通

安

全

◎
火
災
情
報
（
そ
の
２
）

４
月
６
日
　
〜
４
月
　
日
　

運
動
の
初
日
は
「
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
日
」

（土）

（月）

１５

平
成
　
年
度

消
防
大
会

１４

小
野
市
消
防
　い
ざ
っ
！
集
結
。

▲粟生保育所幼年消防クラブ演技
　　　　　（昨年の消防大会から）

１４

１０

２１

１４

１４

（日）



４
月
　
日
　
〜
６
月
２
日
　

　
お
も
ち
ゃ
は
、
一
般
的
に
は
子

供
の
遊
び
道
具
と
い
え
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
そ
の

製
作
さ
れ
た
時
代
の
社
会
や
世
相

を
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
の
特
別
展

で
は
、
現
在
に
残
さ
れ
て
い
る
お

も
ち
ゃ
か
ら
”昭
和
“と
い
う
時
代

を
見
直
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
つ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
展
示
・
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
１，
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
余
韻
（
大
正
〜
昭
和
初
期
）

２，
近
づ
く
戦
火
（
昭
和
６
〜
　

年
）
３，
戦
後
の
復
興
（
昭
和
　

〜
　
年
）
４，
進
む
経
済
成
長
（
昭

和
　
〜
　
年
）
５，
暮
ら
し
の
ハ

イ
テ
ク
化
（
昭
和
　
年
〜
平
成
２

年
）
６，
よ
み
が
え
っ
た
流
行
お

も
ち
ゃ
（
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
）
に
わ

か
れ
、
そ
の
な
か
で
も
「
よ
み
が

え
っ
た
流
行
お
も
ち
ゃ
」
で
は
、

実
際
に
手
に
と
っ
て
遊
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。

◎
関
連
事
業

◆
講
演
会

　「
お
も
ち
ゃ
に
み
る
昭
和
時
代
」

▼
日
時
　
５
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
小
野
小
学
校
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
（
好
古
館
横
）

▼
講
師
　
尾
崎
織
女
氏
（
日
本
玩

具
博
物
館
学
芸
員
）

▼
受
講
料
　
無
料

◆
伝
承
お
も
ち
ゃ
遊
び

▼
日
時
　
１
回
目
　
４
月
　
日
　

　
　
　
　
２
回
目
　
５
月
　
日
　

　
　
　
　
い
ず
れ
も
　
時
か
ら

▼
場
所
　
好
古
館
２
階
展
示
室

　
　
　
　（
特
別
展
会
場
）

参
加
自
由
。
た
だ
し
、
入
館
料
は

必
要
。

▼
開
館
時
間
　
９
時
　
分
か
ら
　

時
（
入
館
は
　
時
　
分
ま
で
）

▼
入
館
料
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）

３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０

円
（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
は
無

料
）

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
４
月
　
日
・

５
月
６
日
は
開
館
、
翌
日
休
館
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館
（
小

野
市
西
本
町
４
７
７
・
　
　
３
３

９
０
）

　
初
心
者
向
け
の
茶
道
教
室
で
す
。

男
性
の
方
も
こ
の
機
会
に
お
茶
を

習
い
ま
せ
ん
か
。
静
か
な
雰
囲
気

の
柳
風
亭
で
お
茶
の
心
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
初
心
者

▼
期
間
　
平
成
　
年
５
月
　
日
か

ら
　
年
２
月
　
日
の
第
１
・
３
土

曜
日
（
１
回
目
の
み
第
２
土
曜
日
）

▼
時
間
　
１
組
　
　
時
か
ら
　
時
、

２
組
　
　
時
か
ら
　
時

▼
場
所
　
好
古
館
茶
室
　
柳
風
亭

▼
定
員
　
各
組
　
　
人

▼
受
講
料
　
１
ヶ
月
２，
０
０
０

円▼
申
し
込
み
　
４
月
　
日
　
ま
で

に
受
講
料
持
参
の
う
え
、
好
古
館

へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館

（
　
　
３
３
９
０
）

　
４
月
か
ら
放
送
日
が
毎
週
土
曜

日
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
回
「
手
芸
」「
科
学
技
術
」

な
ど
一
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▼
時
間
　
　
時
　
分
か
ら
　
時

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
絵
本
や
物
語
な
ど
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。
途
中
か
ら
は
入
れ

な
い
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
４
月
　
日
　
・
　
日
　

（
小
学
低
学
年
ま
で
）　
時
か
ら
（
小

学
高
学
年
以
上
）　
時
　
分
か
ら

▼
場
所
　
２
階
和
室

▼
日
時
　
４
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
内
容
　
殺
し
屋
二
郎
は
東
京
か

ら
神
戸
に
流
れ
着
き
、
刑
事
の
監

視
を
受
け
な
が
ら
日
々
を
送
っ
て

い
た
。
や
が
て
、
東
京
か
ら
刺
客

が
送
り
こ
ま
れ
た
た
め
逃
亡
を
図

る
が
、
愛
す
る
女
性
の
危
機
を
知

り
舞
い
戻
る
。
フ
ラ
ン
ス
映
画
「
望

郷
」
を
下
敷
き
に
、
港
町
神
戸
を

情
緒
豊
か
に
描
く
石
原
裕
次
郎
主

演
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
。

▼
日
時
　
４
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
内
容
　
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
は
、
毎

晩
お
話
を
し
て
く
れ
る
ウ
エ
ン
デ

ィ
が
、
明
日
か
ら
大
人
に
な
る
と

聞
い
て
が
っ
か
り
。
そ
こ
で
、
大

人
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
国
ネ
バ

ー
ラ
ン
ド
へ
、
ウ
エ
ン
デ
ィ
と
弟

の
ジ
ョ
ン
と
マ
イ
ケ
ル
を
招
待
す

る
こ
と
に
。
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
で
起

こ
る
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
そ
の
仲
間

た
ち
の
冒
険
物
語
。

　
今
月
は
「
花
の
お
話
」
を
展
示

し
ま
す
。

４
月
１
日
　
、
８
日
　
、　
日
　
、

　
日
　
、　
日
　
、　
日
　
、

２２平成１４年　広報「おの」４月号

　
　
春
季
特
別
展

　『
お
も
ち
ゃ
で

　
　
ふ
り
か
え
る

　
　
　
　
昭
和
時
代
』

子
　
ど
　
も
　
放
　
送
　
局

　
お
　
　
話
　
　
会
　

名
　
画
　
鑑
　
賞
　
会

こ
　
ど
　
も
　
映
　
画
　
会

今

　

月

　

の

　

本

　
休
　
　
館
　
　
日
　

ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
（
日
本
玩
具
博
物
館
蔵
）

２０

１６

３０

２９

１４

１５

１３

１４ １２

１０

３０

２１

３５３６

５０

４９

１９

２９２６

１４

１３

３０

（日）３０

１７ （祝）（日）

好
　
古
　
館

図
　
書
　
館

（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

２６

（金）

（日）

○６３

柳

風

亭

茶

道

教

室

第
　
期
受
講
生
募
集

１１

１０１０

１２

１３

１５
１４

１１

１５

１５

２２

（月）

○６３

２８

１０

３０

（月）

（月）

２２

（月）

３０

（火）

２３

（火）

（月） （日）

（日） （土）

２７

１４
１４

４０

（土）

「
赤
い
波
止
場
」

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

、



２３ 平成１４年　広報「おの」４月号

▼
日
時
　
７
月
７
日
　
　
　
時
か

ら
（
開
場
　
時
　
分
）

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
出
演
　
桂
三
枝
ほ
か

▼
前
売
券
　
一
般
１，
０
０
０
円
、

３
歳
以
上
中
学
生
以
下
５
０
０
円

（
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増
し
）

▼
前
売
券
発
売
日
　
５
月
９
日

▼
前
売
券
発
売
所
　
市
民
会
館
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
総

合
体
育
館
、
好
古
館
、
図
書
館
、

匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）

▼
年
会
費
　
１，
０
０
０
円

▼
特
典
　
　「
さ
だ
ま
さ
し
」「
コ

ブ
ク
ロ
」
一
般
前
売
り
に
先
立
っ

て
座
席
指
定
の
入
場
券
が
購
入
で

き
ま
す
。
　「
桂
三
枝
・
関
西
フ

ィ
ル
」
の
入
場
料
金
の
会
員
割
引

（
２
割
引
）
が
あ
り
ま
す
。
　
、　

い
ず
れ
も
１
会
員
２
枚
以
内
。
小

野
市
民
会
館
内
で
の
発
売
に
限
り

ま
す
。

▼
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
　
年
３
月
　
日

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）

　
視
覚
障
害
者
の
外
出
時
の
移
動

や
付
き
添
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
補

助
を
行
う
の
が
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

で
す
。
今
回
は
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
修
了
後
、

希
望
者
に
は
当
館
で
開
催
さ
れ
る

北
播
磨
青
い
鳥
学
級
（
視
覚
障
害

者
・
年
８
回
程
度
）
で
、
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
　
日
　
・
　
日
　
・

　
日
　
　
　
時
か
ら
　
時
　
全
３

回
。

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
対
象
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
に
関

心
の
あ
る
成
人
（
市
外
の
方
も
歓

迎
）

▼
定
員
　
　
名

▼
受
講
料
　
無
料

▼
講
師
　
山
口
規
子
氏
（
歩
行
訓

練
士
　
社
会
福
祉
法
人
関
西
盲
人

ホ
ー
ム
指
導
員
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
４
月
２
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
ま
で
に
、
所
定

の
申
し
込
み
用
紙
に
　
氏
名
　
〒

　
住
所
　
電
話
番
号
　
男
女
の
別

を
記
入
。
葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

申
し
込
み
も
可
。（
　
日
必
着
）。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で

決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―
１
３
８

０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―
１

小
野
市
中
央
公
民
館
ヘ
ル
パ
ー
係

Ｅ
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）

▼
期
間
　
４
月
２
日
　
か
ら
同
月

　
日

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
等
サ
ー
ク

ル
の
活
動
場
所

▼
内
容
　
サ
ー
ク
ル
講
師
お
よ
び

会
員
作
品
に
よ
る
実
演
指
導
、
お

よ
び
見
学
（
具
体
的
な
日
時
・
内

容
に
つ
い
て
は
公
民
館
に
て
一
覧

表
配
布
中
）

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
材

料
費
等
は
実
費
徴
収
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）

▼
主
催
　
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会

▼
期
間
　
５
月
９
日
か
ら
６
月
　

日
（
毎
週
木
曜
日
）
８
回
（
説
明

会
は
５
月
２
日
　
）

▼
時
間
　
　
時
　
分
か
ら
　
時
　

分▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

ア
リ
ー
ナ

▼
対
象
・
募
集
人
員
　
市
内
に
在

住
の
小
学
４
・
５
・
６
年
生
　
名

（
男
女
不
問
）

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受

講
料
を
添
え
、
４
月
　
日
　
ま
で

に
総
合
体
育
館
（
　
　
７
０
０
０
）、

ま
た
は
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局
、
賀
内
（
　
　
２
５
８

１
）
へ
。

▼
日
時
　
６
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
前
売
券
　
Ｓ
席
６，
０
０
０

円
（
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し
）

▼
前
売
券
発
売
日
　
小
野
市
民
会

館
友
の
会
会
員
５
月
　
日
　
、

一
般
５
月
　
日
　

！

開
催
決
定

　
さ
だ
ま
さ
し
コ
ン
サ
ー
ト

○１

２８

２９

２８

１０

１５

３０

（日）

（火）

（水）

（木）

（火）

（火）

（火）

（日）

○２

○１
○２

○１

○２

１４

１４

１５

２０３０

３０

３１

１３

３０

（木）

○３

○４

○５

○６３

○６３

○６３

○６３

○６２
○６２

１８

３０

２７

３０

２２

１２

１８ ２０
４０

３０

中
央
公
民
館

市
　民
　会
　館

ス
　ポ
　ー
　ツ

桂
三
枝
創
作
落
語
独
演
会

三
枝
の
爆
笑
寄
席

市
民
会
館
「
友
の
会
」

　
会
員
募
集
中
！

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
登
録
サ
ー
ク
ル

体
　
験
　
入
　
会
　
開
　
催

小
学
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
ボ
ー
ル
教
室
（
前
期
）

受

講

生

募

集

（木）

（火）

（土）

（日）

２３

（木）

桂　三　枝　さん

ｋｏｍｉｎｋａｎ
＠
ｃｉｔｙ．

ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

開
催
決
定

　
さ
だ
ま
さ
し
コ
ン
サ
ー
ト

！！

開
催
決
定

　
さ
だ
ま
さ
し
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
決
定

　
さ
だ
ま
さ
し
コ
ン
サ
ー
ト

〜
前
売
券
発
売
は
５
月
　
日
　
か
ら
〜

（木）
６２２
（土）

２３



北 播 磨 県 民 局 か ら

　
組
合
事
務
所
の
建
設
は
、
昨
年

　
月
中
旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
、

こ
の
ほ
ど
予
定
ど
お
り
完
成
し
ま

し
た
。

　
当
組
合
で
は
、
３
月
末
か
ら
新

事
務
所
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
新
事
務
所
の
概
要

・
構
　
造
　
鉄
骨
造
２
階
建

・
床
面
積
　
１
階
　
　
２
７
０

　
　
　
　
　
２
階
　
　
２
６
０

　
　
　
　
　
延
床
面
積
　
５
３
０

　
新
事
務
所
に
は
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

☆
以
下
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
従

　
前
の
と
お
り
で
す
。

（
事
務
所
所
在
地
）

〒
６
７
５
―
１
３
６
４

小
野
市
鹿
野
町
１
８
４
９
番
地
の

５（電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

　
　
３
４
３
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
４

８
４

　
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

失
業
し
生
計
維
持
が
困
難
に
な
っ

た
世
帯
に
対
し
、
再
就
職
ま
で
の

間
の
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
る

「
生
活
福
祉
資
金
（
離
職
者
支
援

資
金
）
貸
付
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
貸
付
対
象
　
生
計
中
心
者
の
失

業
で
生
計
維
持
が
困
難
な
世
帯
で
、

　
生
計
中
心
者
が
就
労
で
き
る
状

態
で
求
職
活
動
な
ど
に
努
力
し
て

い
る
こ
と
。
　
生
計
中
心
者
の
就

労
に
よ
り
世
帯
の
自
立
が
見
込
め

る
こ
と
。
　
離
職
日
か
ら
２
年
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
。（
技
能
習

得
な
ど
特
別
な
場
合
は
３
年
）　

生
計
中
心
者
が
雇
用
保
険
の
求
職

者
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

以
上
の
す
べ
て
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
世
帯
。

▼
貸
付
期
間
　
希
望
す
る
月
か
ら

１
年
以
内
。
離
職
か
ら
２
年
経
過

し
た
月
の
翌
月
以
降
、
就
職
し
た

月
の
翌
々
月
以
降
は
除
く
。

▼
貸
付
限
度
額
　
月
　
万
円
以
内

（
単
身
世
帯
は
　
万
円
以
内
）。

▼
償
還
期
間
　
貸
付
期
間
の
終
了

後
半
年
以
内
は
据
え
置
き
で
、
そ

の
後
５
年
以
内
に
月
割
り
で
返
済

す
る
。

▼
貸
付
利
率
　
据
置
期
間
経
過
後
、

年
３
％
。

▼
連
帯
保
証
人
　
住
民
税
を
課
税

さ
れ
て
い
る
方
で
、
原
則
と
し
て

２
人
（
　
歳
未
満
の
方
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
　
　
２
５
７
５
）

２４平成１４年　広報「おの」４月号

新
し
く
完
成
し
た

　
同
組
合
の
新
事
務
所
（
鹿
野
町
）

ｍ２ ｍ２ ｍ２

　
青
野
原
駐
屯
地
で
は
、
次
の
と

お
り
駐
屯
地
を
開
放
し
ま
す
。
ご

家
族
で
、
ご
友
人
と
、
会
社
仲
間

で
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
期
間
　
４
月
６
日
　
か
ら
同
月

　
日
　
　
平
日
　
時
か
ら
　
時
、

土
曜
・
日
曜
日
９
時
か
ら
　
時

▼
問
い
合
わ
せ
　
青
野
原
駐
屯
地

内
　
広
報
（
　
　
７
３
０
１
）

北播磨地域ビジョン推進プログラムを策定しました北播磨地域ビジョン推進プログラムを策定しました北播磨地域ビジョン推進プログラムを策定しました

新
事
務
所
が
完
成
！

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）

お

知

ら

せ

小
野
加
東
広
域
事
務
組
合

１１

○６２

○６２

○１

○２
○３

○４

２０

１０

１４

１８

２１２１

６５

○６３

○６６

離
職
後
２
年
以
内
の
生
計

中
心
者
（
　
歳
未
満
の
方
）

に
対
し
、
再
就
職
を
支
援

す
る
離
職
者
支
援
資
金
貸

付
事
業

６５

（土）

（日） 駐
屯
地
を
開
放

―
青
野
原
駐
屯
地
―

夜
桜
を
見
ま
せ
ん
か
？

　地域ビジョン（１３年２月策定）に描かれた地域の将来像
の実現に向けての具体的なプログラムとなる「北播磨地域
ビジョン推進プログラム」が、このたび、北播磨地域ビジ
ョン委員会と北播磨県民局でまとめられました。この推進
プログラムは、県民の皆さんが主体的に取り組む１３の「県
民行動プログラム」と県民局が実施していく「地域行政推
進プログラム」で構成されています。県民局のホームペー
ジで紹介していますので、ぜひ、ご覧ください。

１３の県民行動プログラム

　 心肺蘇生法を普及させ、「命の教育」を推進していこう
　 てくてく（ハートランド縦断）へとへとウォーキング
　 北バーン！創まつり
　 地域子どもの日をつくろう
　 ＪＲ加古川線沿線駅を交流の場に
　 リタノーカンパニーで安全、安心、美味しい農産物をつくろう
　 北播磨いいところマップをつくろう
　 まちづくりダイエット推進会議
　 ＭＡＫＥ　ＡＲＲＡＮＧＥＭＥＮＴ　○○で逢いましょう
　 女性にも住みやすい「ハートランド」をめざして
　 ゴミ問題を考える　プロジェクト０を立ち上げよう
　 都会人・森林ボランティアの受け入れ
　 加古川に天然鮎の増殖推進

問い合わせ
兵庫県北播磨県民局企画管理部地域ビジョン推進担当
〒６７３－１４３１
加東郡社町社字西柿１０７５－２
ＴＥＬ０７９５－４２－９３１９　ＦＡＸ０７９５－４３－０１６９
　ホームページ：ｈｔｔｐ：／／ｗｅｂ．ｐｒｅｆ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ／ｋｉｔａｈａｒｉｍａ／ｉｎｅｘ．ｈｔｍｌ
Ｅメール：ｋｉｔａｈａｒｉｍａｋｅｍｍｉｎｋｙｏｋｕ＠ｇｏ．ｐｈｏｅｎｉｘ．ｐｒｅｆ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

○１
○２
○３
○４
○５
○６
○７
○８
○９
○１０
○１１
○１２
○１３



２５ 平成１４年　広報「おの」４月号

　
小
野
市
観
光
協
会
で
は
、
６
月

１
日
　
・
２
日
　
に
、
ひ
ま
わ
り

の
丘
公
園
で
、
第
　
回
小
野
市
さ

つ
き
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
こ
の
展
示
会
に
出

品
い
た
だ
け
る
「
さ
つ
き
」
を
募

集
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
丹
精
込

め
て
育
て
て
お
ら
れ
る
さ
つ
き
を

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
（
出
品
い

た
だ
い
た
方
に
は
記
念
品
を
用
意

し
て
い
ま
す
）。

　
ま
た
、
さ
つ
き
の
即
売
会
も
行

い
ま
す
の
で
、
即
売
用
の
さ
つ
き

も
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。

▼
展
示
方
法
　
１
人
１
席
で
、
大

鉢
と
小
鉢
（
添
え
物
）
３
〜
５
鉢

を
展
示

※
搬
入
・
搬
出
の
日
時
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
５
月
に
連
絡
し
ま

す
。

▼
出
品
要
件
　
市
内
在
住
者
、
ま

た
は
市
内
勤
務
者

▼
出
品
申
し
込
み
期
限
　
４
月
末

日▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
小

野
市
観
光
協
会
事
務
局
（
地
域
振

興
部
商
工
観
光
課
内
・
　
　
１
９

２
９
）

▼
主
催
　
市
テ
ニ
ス
協
会

▼
日
時
　
４
月
　
日
　
　
９
時
か

ら
（
雨
天
時
、
同
月
　
日
　
）

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
、
ま

た
は
勤
務
の
方
、
あ
る
い
は
協
会

登
録
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

▼
試
合
方
法
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
Ａ

級
・
Ｂ
級
）・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
Ａ

級
・
Ｂ
級
）

▼
参
加
料
　
３，
０
０
０
円
（
高

校
生
は
１，
０
０
０
円
）

▼
締
め
切
り
　
４
月
５
日

▼
申
し
込
み
　
同
協
会
役
員
奥

田
（
　
　
０
５
０
５
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

満
の
男
女

▼
受
付
期
間
　
４
月
８
日
か
ら
５

月
　
日

▼
採
用
試
験
　
５
月
　
日
、　
日

（
　
日
は
飛
行
希
望
者
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
は
、
自
衛

隊
兵
庫
地
方
連
絡
部
青
野
原
募
集

事
務
所
（
　
　
７
９
５
９
）

お気軽にご相談ください
市民相談　　生活上の問題

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　４月２５日（木）　１０時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　４月１０日（水）　１３時３０分～１６時
　　　　　４月２４日（水）　１３時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　４月１７日（水）　１３時３０分～１５時３０分
◇ところ　中央公民館３０２号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時
◇ところ　教育委員会適応教室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

農地相談　　農地に関すること【予約制】
◇と　き　４月１０日（水） １０時～１５時
◇ところ　市役所本庁舎第１会議室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

◇と　き　４月２１日（日）　１０時～１２時
◇ところ　中央公民館３０４号室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと

乳幼児育児不安の相談　　乳幼児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）１０時～１５時
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６３－２５７４

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供
◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は１２時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）
◇ところ　中央公民館３０１号（子育て学習センター）　６２－７０２０

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０

　労働保険料の申告・納付は、４月１日

から５月２０日までとなっていますので、

期間内に手続きをお済ませください。

［兵庫労働局　労働保険適用室］

　雇用促進住宅（宿舎）についての相

談および入居申請等すべて、各宿舎内

にある宿舎管理事務所で取り扱ってお

りますので、ご希望の宿舎にお問い合

わせください。

事業主の皆さんへ

労働保険年度更新手続きについて ハローワーク西脇からハローワーク西脇からハローワーク西脇から

（日）

（日）

（日）

（金）

（土）

３１

○６３

○６７

○６６

募

　

　

集

１４

２８

２２

２５

２６

２６

１０

２６

第
　
回

春
季
市
民

　
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者

１７

自
　
衛
　
官

「
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
」

第
　
回

　小
野
市
さ
つ
き
展
作
品

３１



２６平成１４年　広報「おの」４月号

　医療機関名　

育ヶ丘クリニック

伊 佐 治 医 院

岡 村 医 院

柏 木 医 院

河 合 医 院

小島クリニック

田 中 内 科 医 院

田 中 医 院

ＴＥＬ

６２－８１１２�

６３－７８８７�

６２－４３００�

６７－０１９９�

６５－２８１０�

６４－２７２７�

６６－３４５６�

６２－２５２７

住所

樫山町

神明町

敷地町

船木町

粟生町

王子町

新部町

下来住町

ＴＥＬ

６２－５９８２�

６２－２７５２�

６６－２３３０�

６３－７３６６�

６３－７２７２�

６３－００２８�

６３－２０２０

住所

中 町

西本町

三和町

敷地町

本 町

本 町

中 町

　医療機関名　

多 養 産 婦 人 科

つぼた小児科医院

真 島 医 院

まつい子どもクリニック

宮田外科胃腸科

依 藤 診 療 所

小 野 市 民 病 院

※個別接種の個人通知（接種券）は、お子さんが対象
　になられた年の接種予約月前にお送りします。
※接種当日は、予約時間を守って
　受けるようにしてください。

Ｈ１０．４．２～Ｈ１１．４．１生

上記以前の出生児で生後９０カ月未満の方

　期初回終了後概ね１年後で

生後９０カ月未満の方

小学４年生

中学３年生

Ｈ１３．７．１～Ｈ１４．１１．３０生

上記以前の出生児で生後９０カ月未満の方

生後９０カ月未満で原則として　期初回

終了後、１２～１８カ月の間にある方

Ｈ１２．９．１～Ｈ１４．２．２８生

上記以前の出生児で生後９０カ月未満の方

Ｈ１４年度初めて

対象になる方

Ｈ１１・１２・１３年度

に対象になる方

Ｈ１０年度以前に対象

になり、未接種の方

（ただし生後９０カ月未満）

予約月前に個別に

送付します

以前に送付している

接種券を使用

個人通知

広　　報

広　　報

学校より通知

学校より通知

個人通知

広　　報

広　　報

個人通知

広　　報

通知方法

日本脳炎

三種混合

麻 し ん

日本脳炎

三種混合

他の　　

予防接種

ポリオ
ＢＣＧ
麻しん

他の　　

予防接種

予防接種名方法

初年度１～４週

間隔で２回　

翌年１回

１　回

１　回

３～８週間隔で

３　回

１回

１回

接種回数

　期初回

　期追加

　期

　期

　期初回

　期追加

対　　　象　　　者

４月

　

年間

予約期間

５～８月

年間

接種期間

個

別

接

種

日本脳炎・
風しん
三種混合・
麻しん

以前に
送付分
接種券
なしで可

１週間
あける

４週間
あける

（
医
療
と
け
ん
こ
う
）

◎今年初めて対象になられた方は、個人通知のハガキが届いてから予約をして接種を受けてください。

予防接種は、指定期間に指定された
　　　　　医療機関（別表）で受けましょう。

◎接種券について

◎個別接種担当医療機関

風しん予防接種未接種者の皆さんへ

平成１４年４月より、麻しんが年間を通じて接種できるようになりました！

個別予防接種　三種混合・日本脳炎・麻しん個別予防接種　三種混合・日本脳炎・麻しん 要予約

　平成１３年１１月の予防接種法の一部改正により、従前の風しん定期予防接種
の接種率が低いため、再度、風しん予防接種を実施することになりました。
　対 象 者　昭和５４年４月２日から昭和６２年１０月１日生まれまでの方
　　　　　　（ただし、予防接種を受けた方、罹患した方を除く）
　接種回数　１回
　接種方法　個別接種（対象者には、個人通知をしますので、通知が届いて
　　　　　　から、指定医療機関に、個別に予約して受けてください）
　接種期間　平成１４年４月から平成１５年９月末
　料　　金　無料
　持参するもの　接種券、予診票、母子健康手帳
　問い合わせ　保健センター

〈日程・時間〉

月　日

５月７日（火）

　　１４日（火）

　　２１日（火）

　　２８日（火）

対　象　地　区

小 野 東 小 学 校 区

小 野 小 学 校 区

河合・来住・下東条

市場・大部・福田

〈受付時間〉１３時３０分～１４時３０分
　　　　　　（番号札は１３時に出します）
〈場　　所〉保健センター

小野小学校区

　上本町、本町、本町１丁目、西本町、
　　　　　　　東本町、丸山町、神明町、垂井町、
　　　　　　　葉多町、久茂町、下大部町、片山町、
　　　　　　　上新町、田園町

小野東小学校区
　中町、天神町、日吉町、長尾町、栄町、

　　　　　　　浄谷町、黒川町、大開町、北丘町、小
　　　　　　　野ニュータウン、天神東ヶ丘、向山町

　対象者　平成１３年２月１日から
平成１４年１月３１日生まれ・前記の
月齢以上、生後９０カ月未満の方
で、まだ２回服用していない方
　持参するもの　母子健康手帳・
予診票
※当日、明らかに発熱している
方、下痢をしている方、急性疾患
にかかっている等で体調の悪い方
は、接種日を延期してください。
※対象地区の日に都合の悪い場合
は、他の日でも受けられます。
　ポリオの受け方　生後９０カ月
までに、６週間以上の間隔をあけ
て２回服用します。

集団接種

ポリオ生ワク投与ポリオ生ワク投与



２７ 平成１４年　広報「おの」４月号

◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

★母子健康手帳交付
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。

★未来のパパママ教室
◇４月５日（出産予定日が１４年７月・８月の方）
　開始時間　９時３０分（終了１１時３０分）＝保健センター

★４か月児健康診査
◇４月１５日　１３年１２月生まれの乳児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター

★６カ月児教室
◇４月２６日　１３年１０月生まれの乳児の保護者
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾持参）

★１歳６か月児健康診査
◇４月１日　１２年１０月生まれの幼児
◇５月１３日　１２年１１月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
　（歯を磨いて行きましょう！ 事前にアンケート用紙を送付
　します。お手元にない方は保健センターへご連絡ください）

★２歳児教室
◇４月２２日　１２年３月生まれの幼児
　開始時間　９時４５分（終了１１時３０分）＝保健センター
　１０時までにお越しください。
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

★３歳児健康診査
◇４月９日　１１年２月生まれの幼児
◇５月１５日　１１年３月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）
（歯を磨いて行きましょう）

★ぼくとわたしの性教育
◇４月１２日　１０年４月・５月・６月・７月生まれの幼児の保護者
　１０時～１１時３０分＝保健センター

★母子健康相談&プレイルーム
◇４月１８日　受付時間　９時３０分～１０時３０分
　＝保健センター

★こころの相談
◇４月２２日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉

★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査
◇４月４日・１１日・５月２日・９日　１１時～１２時
　　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）
　　　　（社保健所）　　

★ネコの引き取り
◇４月８日・２２日・５月１３日　８時３０分～１０時　
　　＝保健センター

★献血
◇５月２９日　１０時～１５時３０分　＝保健センター　
　（成分献血をご希望の方は事前に電話でご予約ください）

★診療時間は、午後６時から午後９時です。

★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）

　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。

当 番 医

田 中 内 科 医 院

国立青野原病院

曽 野 医 院

田 渕 医 院

育ヶ丘クリニック

松本小児科医院

伊 佐 治 医 院

小 野 寿 仙 病 院

依 藤 診 療 所

曽 野 医 院

赤 羽 目 医 院

依 藤 診 療 所

育が丘クリニック

青 山 医 院

柏 木 医 院

町立東条診療所

復 井 診 療 所

岡 田 内 科 医 院

国立青野原病院

岡 村 医 院

畑 田 内 科 医 院

桂 医 院

月　日

４月１１日（木）

　　　１２日（金）

　　　１３日（土）

　　　１５日（月）

　　　１６日（火）

　　　１７日（水）

　　　１８日（木）

　　　１９日（金）

　　　２０日（土）

　　　２２日（月）

　　　２３日（火）

　　　２４日（水）

　　　２５日（木）

　　　２６日（金）

　　　２７日（土）

　　　３０日（火）

５月　１日（水）

　　　　２日（木）

　　　　７日（火）

　　　　８日（水）

　　　　９日（木）

　　　１０日（金）

住　所

新 部 町

南 青 野

加東郡社町東古瀬

加東郡滝野町新町

樫 山 町

加東郡社町社

神 明 町

復 井 町

本 町

加東郡社町東古瀬

加東郡滝野町北野

本 町

樫 山 町

加東郡東条町吉井

船 木 町

加東郡東条町新定

復 井 町

市 場 町

南 青 野

敷 地 町

黒 川 町

加東郡社町大門

電　話

　３４５６

　２２３３

０７９５　６２９９

０７９５　０１６０

　８１１２

０７９５　５１０５

　７８８７

　２０２０�

　００２８

０７９５　６２９９

０７９５　５０５８

　００２８

　８１１２

０７９５　０３２１

　０１９９

０７９５　００４８

　７３１８

　７３６６

　２２３３

　４３００

　７５７５

０７９５　０２５２

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）１０日までの分は
前月号に掲載

○６３
○６３

○６６

○６３
○６６

○４８
○４２

○４２

○６６

○４６

○４６

○４８
○４２

○４３

○６３

○６２

○６２
○６３

○６６

○６７

保健センター
３９７７○６３

○６３
○６２

○６６
○６２

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。

★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

岡 田 内 科 医 院

公立社総合病院

岡 村 医 院

小 野 市 民 病 院

ま す む ら 医 院

公立社総合病院

坂 本 医 院

武 田 整 形 外 科

ひまわりクリニック

ふるもとクリニック

まつい子どもクリニック

宮田外科胃腸科

田 渕 医 院

小 野 市 民 病 院

土 井 病 院

松原メイフラワー病院

市 場 町

加東郡社町家原

敷 地 町

中 町

加東郡滝野町上滝野

加東郡社町家原

加東郡社町上中３丁目

加東郡滝野町下滝野

神 明 町

加東郡社町社

敷 地 町

本 町

加東郡滝野町新町

中 町

復 井 町

加東郡社町藤田

　 ７３６６

０７９５　５５１１

　 ４３００�

　 ２０２０

０７９５　０７０４

０７９５　５５１１

０７９５　６６６０

０７９５　５３５５

　 ７２０９

０７９５　０２０２

　 ７３６６

　 ７２７２

０７９５　０１６０

　 ２０２０

　 ２１１９

０７９５　８８５１

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）

月　日 住　所 電　話当番医
上・内科医

下・外科医

○６２

○６２
○６３

○６３
○６３

○６３

○６２

○６６

○４２

○４２
○４８

○４０

○４８

○４２

○４２
○４８

４月１４日（日）

４月２１日（日）

４月２８日（日）

４月２９日（祝）

５月 ３ 日（祝）

５月 ４ 日（祝）

５月 ５ 日（祝）

５月 ６ 日（祝）



　
冷
た
い
風
が
吹
く
中
に
時
折
、

春
の
日
差
し
が
さ
し
こ
む
陽
気
に

恵
ま
れ
た
２
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
は
、
ち
ょ
っ
と

遅
め
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
ウ
ォ

ー
ク
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
集
合
場
所
の
中
番
小
学
校
ま
で
、

バ
ス
、
自
転
車
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
様
々
な
交
通
手
段
を
使
っ
て
、

約
１
５
０
名
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆

さ
ん
が
朝
早
く
か
ら
集
ま
ら
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

く
ん
、
ハ
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
が
元
気

に
皆
さ
ん
を
出
迎
え
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
さ
し
く
ハ
ー
ト
フ
ル

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ウ
ォ
ー
カ
ー
の

皆
さ
ん
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
約
７
・
５ 

。

親
子
連
れ
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

中
番
地
区
に
は
じ
め
て
訪
れ
た
方

は
、
楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
自

分
の
ペ
ー
ス
で
歩
か
れ
て
い
ま
し

た
。

Ｑ．

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
運
動
）
を

す
る
時
刻
は
ど
の
時
間
帯
が
効
果

的
か
？

Ａ．

夕
方
前
後
（
午
後
３
時
以
降
）

が
効
果
的
で
す
。
早
朝
し
か
時
間

が
な
い
場
合
、
必
ず
運
動
前
に
水

分
と
少
し
の
糖
分
や
た
ん
ぱ
く
質

を
と
っ
て
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

Ｑ．

食
事
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
運

動
）
で
は
ど
ち
ら
が
先
か
？

Ａ．

こ
れ
は
目
的
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。

○
筋
力
を
つ
け
る
た
め
に
筋
肉
を

増
強
さ
せ
る
場
合
・・・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
運
動
）
↓
食
事

○
血
糖
値
や
中
性
脂
肪
な
ど
を
下

げ
た
い
場
合
（
糖
尿
病
な
ど
）・・・

食
事
↓
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
運
動
）

２８平成１４年　広報「おの」４月号
◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。

　
先
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ

ー
と
一
緒
に
歩
い
て
、
市
内
一
周

約
　
　
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
見
つ
け
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
中

に
は
山
あ
り
谷
あ
り
、
自
然
が
い

っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
や
、
少
し
デ
ン

ジ
ャ
ラ
ス
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
変

化
に
富
ん
で
い
ま
す
。
平
成
　
年

度
は
こ
の
市
内
一
周
コ
ー
ス
を
　

数
回
に
分
け
て
歩
い
て
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
を

掲
載
し
た
「
ハ
ー
ト
フ
ル
”て
く

て
く
“
ま
っ
ぷ
」
は
５
月
の
ハ
ー

ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
で
配

布
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
ア
ル
ゴ
、

ア
ク
ト
、
教
育
委
員
会
、
各
コ
ミ

セ
ン
の
窓
口
で
も
お
受
け
取
り
に

な
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
平
成
　
年
度
は
「
地
域
へ
飛
び

出
せ
！
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
デ
ー
」
と
銘
打
っ
て
、
各
地
区

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
充
分
お

邪
魔
で
き
な
か
っ
た
地
域
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
月

は
充
分
歩
け
な
か
っ
た
地
域
を
歩

き
「
地
域
へ
飛
び
出
せ
！
ハ
ー
ト

フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
」
版
は

最
終
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
は
小
野
市
を
一
周
し

て
い
く
コ
ー
ス
を
考
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
”て
く
て
く
“
歩
い
て

小
野
市
を
一
周
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
４
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
集
合
場
所
　
小
野
東
小
学
校

　
紹
介
い
た
だ
く
方
と
ご
一
緒
に

各
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
１

人
に
つ
き
バ
ッ
チ
進
呈
。

〒６７５－１３８０　小 野 市 王 子 町８０６－１
ＴＥＬ０７９４（６３）１０１３　ＦＡＸ０７９４（６３）１０４７
ホームページアドレス　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

人　口　５０，５２２人（前月比＋１３人）
　男　　２４，７９８人　　　　女　　２５，７２４人
世帯数　１６，４４８世帯　　面　積　９３．８４

３月１日現在

ｋｍ
２

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課

ま ち の 動 き

４
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

２
月
　
日
現
在

３
月
　
日
現
在

総
宣
言
者
数

　
　
　
３，
９
５
７
名

１３１３

２
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
か
ら

〜
ち
ょ
っ
と
遅
め
の

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
　
中
番
〜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
１
５
０
名
が
参
加
！

ｉｎ

〜
ち
ょ
っ
と
遅
め
の

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
　
中
番
〜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
１
５
０
名
が
参
加
！

ｉｎ

ｋｍ

２
周
年
記
念

新
宣
言
者
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
期
間
限
定
（
４
月
・
５
月
）

１，０００万歩賞はヒップバッグと
ボトルホルダーをプレゼント

ｋｍ
５０

１０
１４

１３

１０

２７

（土）




